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２００９年度 社団法人 日本青年会議所スローガン 

やさしくあるためにつよくあれ！ 

リアリティと説得力を伴う「ＪＣプライド」の実践！！ 

 
２００９年度 社団法人 松江青年会議所スローガン 

一致団結 
～このまちから必要とされるＪＣを目指して～ 
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Ｊ　Ｃ　宣　言

日本の青年会議所は

混沌という未知の可能性を切り拓き

個人の自立性と社会の公共性が

率先して行動することを宣言する

生き生きと協和する確かな時代を築くために

　

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうするもの、相集い、力を合わせ

青年としての英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう

綱　　　領

われわれＪＡＹＣＥＥは



第１４５回定時総会次第 
 
 

日時：２００９年２月１９日（木） 
 １９：００～ 

場所：商工会館２階 ２０１号室 

１．開会 

２．正副議長指名 

３．定足数発表 

４．議事録作成人及び署名人指名 

５．議案事項確認 

６．報告並びに議案審議 

＜審議事項＞ 
第１号議案 ２００８年度事業報告、一般会計・周年事業特別会計・特別事業遂行特別会計決

算（案）承認の件 
 
第２号議案 ２００９年度一般会計・周年事業特別会計・特別事業遂行特別会計修正予算（案）

承認の件 

７．２００８年度理事長への感謝状及び記念品贈呈 

８．皆勤賞授与 

９．監事講評 

１０．閉会 
 
 
 
 
 
 
 
 



２００８年度事業報告 
  理事長 木村 純子 

 
この 1年を振りかえると、北京オリンピックの開催、わが国の総理大臣は次々と交代し、

アメリカではオバマ大統領の誕生、そして米国のサブプライムローン問題を発端に潜在し

ていた金融危機が一気に顕在化し、日本はもとより世界規模で今だかつてない大不況に突

入しています。２００８年を表わす一文字に「変」が選ばれたように、世の中はめまぐる

しい変化に見舞われ、また新しい変化を求める 1年でもありました。 
そのような中で、２００８年度（社）松江青年会議所は「忘己利他 ～心の通い合うま

ちの創造を目指して～」のスローガンを掲げ、ここ数年の会員拡大がままならない状況と、

昨年の 19名の卒業生により年数の浅いメンバーが増す中で、本来の松江青年会議所らしい
活動や松江青年会議所らしさとは何かを今一度認識していただきたいという願いをもち、

皆様のご協力を得ながら１年間活動して参りました。 
以下、基本方針を中心に事業報告といたします。 

 
地域が抱える諸問題への取り組み 
 この松江には様々な問題が存在します。その一つである「大橋川拡幅問題」について松

江青年会議所としての意見を持ち発信していくという目的のもと、まちづくり委員会に取

り組んでいただきました。行政や関係諸団体がそれぞれの立場での意見を主張する中、市

民にとってまた松江にとって大橋川のあるべき姿とは何かを導き出したく、それがなにも

のにも左右されない私達 JC の役割だと考えてきました。４０００件近い市民アンケート
の回収分析や１１月度例会はこの問題の大切さを市民へうったえるよい機会とはなりまし

たが、問題の複雑さゆえに私達の意見を導き出すというところまでいかなかったことが残

念でなりません。この問題については、今後も行政主導で民意はおそらくないがしろのま

ま進んでいくのではないかと思わざるを得ないのですが、松江 JC として最後まで継続し
て積極的に取り組まれる事を望みます。 
また、山積するその他の諸問題についても積極的に慎重に我々の意見を持ち外に対して

発信し解決に導く姿勢を持ち続けていただきたいと思います。 
 
松江らしさの創造 
 ５月度例会の松江における歴史・文化の特徴は何かを明らかにしたことにより、その後

の「松江だんだん」「松江水燈路（怪談行列・怪談の森）」ではその結果から導き出された

松江らしさをもって事業を展開されました。５年目となった怪談行列・怪談の森は水燈路

との兼ね合いにより今年より場所を松江城敷地内の鎮守の森に移しての事業でしたが、参

加者にも恵まれ盛況に終わる事ができました。今年の反省点を踏まえ、次年度以降さらな



る進化を遂げていただきたいと思います。 
松江だんだんについては天候やステージ出演者に恵まれ、ここ近年では最高の昼間の人

出を記録しました。昼間の賑わいについて数年かけて取り組んできた結果がついに表れた

年ではなかったかと思います。商工会議所青年部との協同事業も２年目となり、やり取り

が少しずつスムーズにできるようになってきたことは、現在会員拡大が難しい我がロムに

とっても心強いことです。まつり会計については特別事業遂行特別会計を使わないことと

し、会計にも配慮しました。今後とも市民の皆さんに喜んでいただける松江ならではのま

つりを検討運営していただきたいと思っています。 
 
青少年育成は実践から 
 三週間にわたる子ども達とのピザ釜つくりの事業ということで時間や労力のかかる取り

組みとなりましたが、子どもたちは本来持っていてもなかなか発揮することのなかった力

（モラルや公共心、仲間や自分より幼い他者への配慮や想像力、体力や辛抱強さなど）を

時間とともに発揮していってくれました。子どもたちの興味・関心を捉えた内容であり、

心の成長の一助となったと思われます。欲を言えば子どもの参加人数もメンバーの参加も

少なかったことが残念でありますが、様々な職業から成る JC メンバーでの協力があった
からこそできた事業であったとも言えます。また、事業の最中と事後に丁寧な検証を行な

い、細やかな修正をかけながら事業を成功へと導かれました。このような取り組みが今後

も積極的に行われ、将来を担う子どもたちの育成の一助となるよう期待したいと思います。 
 
LD運動の強化による会員資質の向上と会員拡大 
 ２００６年度日本 JC 池田会頭のご講演を通して、将来を担う子ども達や社会に対する
責任感と使命感を痛感することとなりました。JCにとっても企業にとっても本当に厳しい
時代ではありますが、指導力開発委員会がこの例会で導き出した危機感・責任感・感謝の

心というキーワードをもとに今後それぞれの場面でリーダーシップを発揮していただきた

いと思います。 
会員拡大については努力をしていただきましたが、今年 1 年間で５名の新入会員の入会

となり、非常に厳しい結果となりました。ただし退会者が１人も出なかった事は本当に嬉

しい限りです。今後も会員拡大への積極的な取り組みはもちろん必要ですが、一方で、会

員個々が自分たちの活動に対してもっと誇りを持ち、楽しく取り組み、外に対して胸を張

って話せるような意識改革が必要ではないでしょうか。 
 
公益社団法人としての基盤づくり 
 本年１２月よりいよいよ公益社団法人の取得手続きが開始されました。当ロムもこれを

目指すべく、これまで以上に公益法人としてあるべき姿に則した活動・運動、また、より

精度の高い会計運営を心がけていただきました。しかしながら、事業費比率５０％の壁は



高く、具体的な方策を早急に考える必要があります。現在 LOM 会計の外で行なわれてい

る水郷祭の事業費を対象と見なすことができないかどうか、また、公益性の高い大規模事

業を行なうための方策などの調査・研究の必要があると考えられます。 
 
島根ブロック第３４回会員大会の開催 
 松江では１０年ぶりの開催でしたが、会員大会実行特別委員会が中心となり年当初から

県内各地へ積極的なＰＲに出掛けていきました。大会当日も会員全員の協力で松江らしく

爽やかな大会となり、ロム内の一層の結束が図れたと思います。また県都ロムとして今後

の見本となるような大会の運営をしていただきました。 
 
出向者への支援 
 日本青年会議所国際アカデミー委員会委員長として尾﨑俊也君を輩出し、それに伴い日

本青年会議所に多数の会員を輩出しました。また、島根ブロック協議会副会長として神田

裕幸君をはじめ、２名の委員長輩出など多数の出向者を輩出いたしました。出向者の皆さ

んがそれぞれ責任感を持って役割をまっとうされ、また出向先では様々な研鑚を積まれた

ことと思います。次年度以降の活動に反映されることを期待しています。 
 
以上、1 年間、十分なリーダーシップをとることができていないのではないかと日々反

省しながら、理事長という大役を務めさせていただきました。 
しかしながら、スタッフ・理事をはじめ個性豊かにそれぞれに素晴らしい活動を展開し

ていただいた委員長の皆様、そしてメンバーの皆様、ご協力いただきましたすべての関係

者の皆様に心より感謝を申し上げ、本年度事業報告とさせていただきます。 
一年間ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2008年度（社）松江青年会議所　主な活動一覧

２００８年度例会事業 開催日 担当委員会

１月度例会　　　新年賀会例会 １月　８日 会員拡大推進会議

　　　　　　　　　　「心を一つに」新年度スタート！

２月度例会　　　第１４２回定時総会　 ２月２１日 総務・広報委員会

　　　　　　　　　　バトンタッチ

３月度例会　　　2008年度島根ﾌﾞﾛｯｸ協議会会長公式訪問例会 ３月１９日 指導力開発委員会

　　　　　　　　　　「日本の息吹を感じよう！島根の息吹を感じよう！」

４月度例会　　　対外事業　 ４月１７日 まちづくり委員会

　　　　　　　　　　松江の橋と景観から見たまちづくり

５月度例会　　　対内事業　 ５月２２日 文化まつり委員会

　　　　　　　　　　文化はまちづくり

６月度例会　　　第３４回島根ブロック会員大会懇親会 ６月１５日 会員大会実行特別委員会

　　　　　　　　　　おもてなし～松江らしく爽やかな大会をめざして～

７月度例会　　　対内事業　 ７月２３日 指導力開発委員会

　　　　　　　　　　地域社会の活力と成る青年としてのリーダーシップとは

８月度第１例会　対外事業 ８月９・１０日 文化まつり委員会

　　　　　　　　　　松江水郷祭（松江だんだん）湖と緑のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ2008

　　　　　　　　　　みんな集まれ「心が通う」この場所へ

８月度第２例会　第１４３回定時総会 ８月２１日 総務広報委員会

　　　　　　　　　　新たなる決意

９月度例会　　　対外事業 ８月２３・２４日 青少年育成委員会

　　　　　　　　　　そうだ！窯を造ってピザを焼こう ８月３１日

９月７日

１０月度例会　　対内事業 １０月１日 会員拡大推進会議

　　　　　　　　　　第５２回ＪＣデー 会員大会実行特別委員会

１１月度例会　　対外事業 １１月２０日 まちづくり委員会

　　　　　　　　　　今、大橋川改修をどう考えるか

１２月度第１例会　第１４４回定時総会 １２月１１日 総務・広報委員会

　　　　　　　　　　一致団結に向けて心を通わせよう

１２月度第２例会　卒業式・渡鍵式・祝賀会　 １２月１４日 総務・広報委員会

酉の会

青少年育成委員会

その他

　　○キャンドルナイト事業

　　○第４回だんだん少年野球大会

　　○松江水燈路事業（怪談行列・怪談の森）



総 会 

第１４２回 定時総会 
日時   ２００８年２月２１日（木） １９：３５～２１：３０ 
場所   松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
定足数  ４９名（出席者３８名 有効委任状１０通 棄権者１名） 
 
議案 
     第１号議案 ２００７年度事業報告、一般会計・周年記念事業特別会計・什器備品 
           特別会計・特別事業遂行特別会計決算（案）承認の件 
     第２号議案 ２００８年度一般会計・周年記念事業特別会計・特別事業遂行特別会計

修正予算（案）承認の件 
 
第１４３回 定時総会 
日時   ２００８年８月２３日（木） １９：４５～２１：００ 
場所   松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
定足数  ４９名（出席者３８名 有効委任状１１通） 
 
議案   第１号議案 ２００９年度 副理事長予定者並びに専務理事予定者指名及び承認の件 
     第２号議案 ２００９年度 理事予定者並びに監事予定者の発表及び承認の件 
 
第１４４回 定時総会 
日時   ２００８年１２月１１日（木） １９：３５～２０：４８ 
場所   松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
定足数  ５２名（出席者３６ 有効委任状１６通） 
 
議案   第１号議案 ２００８年度（社）松江青年会議所 一般会計及び特別会計  

補正予算（案）承認の件 
第２号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 推進会議設置（案）承認の件 
第３号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 運営規定変更（案）承認の件 
第４号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 事業計画（案）承認の件 
第５号議案 ２００９年度（社）松江青年会議所 一般会計及び特別会計予算（案） 

承認の件 
 
 
 



理事会（理事総数１５名） 

（１）  第１回理事会（予定者会議） 
２００７年９月７日（金）１９：００～２１：００ 松江商工会館 ７階 ＪＣＲ 
議題 
①2008年度(社)松江青年会議所 基本理念・スローガン・基本方針(案)承認の件 

(スタッフ )
②2008年度(社)松江青年会議所 出向者(案)承認の件         (スタッフ) 
③2008年度(社)松江青年会議所 会員大会実行特別委員会設置(案)承認の件 

(スタッフ) 
④2008年度(社)松江青年会議所 推進会議設置(案)承認の件      (スタッフ) 
⑤2008年度(社)松江青年会議所 委員会構成・事業(案)承認の件    (スタッフ) 
⑥2008 年度(社)松江青年会議所 組織(案)承認の件          (スタッフ)
⑦2008 年度(社)松江青年会議所 副理事長・理事担当(案)承認の件   (スタッフ)
⑧2008年度(社)松江青年会議所 役員予定者会議年内スケジュール(案)承認の件 

(スタッフ) 
⑨2008 年度(社)松江青年会議所 運営規定変更(案)承認の件      (スタッフ)
⑩2008年度(社)松江青年会議所 メーキャップ(案)承認の件      (スタッフ) 

 
（２）  第２回理事会（予定者会議） 

２００７年９月１９日（水）１９：００～２０：００ 松江商工会館 ７階 ＪＣＲ 
議題 

     ①2008年度(社)松江青年会議所 正副委員長配属(案)承認の件     (スタッフ) 
     ②2008年度(社)松江青年会議所 情報公開責任者選任(案)承認の件   (スタッフ) 
 
（３）  第３回理事会・第１回全役員協議会（予定者会議） 

２００７年１０月３日（水）１９：００～２０：００ 三島定之助 
議題 

     ①2008年度(社)松江青年会議所 出向者(案)承認の件         (スタッフ) 
     ②2008年度(社)松江青年会議所 理事追加(案)承認の件        (スタッフ) 
     ③2008年度(社)松江青年会議所 委員会配属(案)承認の件       (スタッフ) 
 
 
 
 
 



（４）  第４回理事会・第２回全役員協議会（予定者会議） 
２００７年１０月２９日（月）１９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
議題 
①2008年度(社)松江青年会議所 委員会構成・事業変更・追加(案)承認の件 

(スタッフ) 
     ②2008年度(社)松江青年会議所 委員会構成・事業変更(案)承認の件  (スタッフ) 
     ③2008年度(社)松江青年会議所 運営規定変更(案)承認の件      (スタッフ) 
     ④2008年度(社)松江青年会議所 出向者追加(案)承認の件       (スタッフ) 
     ⑤2008年度(社)松江青年会議所 理事辞退の件            (スタッフ) 
 
（５）  第５回理事会・第３回全役員協議会（予定者会議） 

２００７年１１月１４日（水）１９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
議題 

     ①2008年度(社)松江青年会議所 一般会計並びに特別会計予算(案)承認の件 
(スタッフ) 

     ②2008年度(社)松江青年会議所 年間公式スケジュール(案)承認の件  (スタッフ) 
     ③2008年度(社)松江青年会議所 委員会年間事業計画(案)承認の件   (スタッフ) 
 
（６）  第６回理事会・第４回全役員協議会（予定者会議） 

２００７年１２月５日（水）１９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
議題 
①2008年度(社)松江青年会議所 出向者(案)承認の件         (スタッフ) 
②2007年度 第３次新入会員 委員会配属(案)承認の件        (スタッフ) 
③1月度例会(新年賀会例会)事業計画(案)・予算(案)承認の件  (会員拡大推進会議) 
④京都会議事業計画(案)・予算(案)承認の件            (文化・まつり) 
⑤第 34回島根ブロック会員大会 補正予算(案)承認の件    (会員大会実行特別) 

 
（７）  第１回理事会・第１回全役員協議会 

２００８年１月１７日（水）１９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
議題 
①2月度例会(第 142回定時総会及び懇親会)事業計画(案)・予算(案)承認の件 

(総務・広報) 
 
 
 
 



（８）  第２回理事会・第２回全役員協議会 
２００８年２月１４日（木）１９：００～２１：００ 松江商工会館 ２０１号室 
議題 
①2007 年度事業報告、一般会計並びに周年記念事業特別会計・什器備品特別会計・
特別事業遂行特別会計修正予算（案）承認の件         （07スタッフ） 

 ②2008 年度一般会計並びに周年記念事業特別会計・特別事業遂行特別会計修正予算
(案)承認の件  (スタッフ) 

 ③1月度例会(新年賀会例会)補正予算(案)承認の件       (会員拡大推進会議) 
 ④1月度例会(新年賀会例会)決算(案)承認の件         (会員拡大推進会議) 
 ⑤京都会議 決算(案)承認の件                 (文化・まつり) 
 ⑥3月度例会(ブロック会長公式訪問例会)事業計画(案)予算(案)承認の件 

(指導力開発) 
     ⑦第 34回島根ブロック会員大会事業計画(案)予算(案)承認の件(会員大会実行特別) 

 
（９）  第３回理事会・第３回全役員協議会 

２００８年３月１３日（木）１９：００～２１：００ 松江商工会館 ２０１号室 
議題 
①2月度例会(第 142回定時総会)補正予算(案)承認の件        (総務・広報) 
②2月度例会(第 142回定時総会)決算(案)承認の件          (総務・広報) 
③4月度例会補正予算(案)承認の件                 (まちづくり) 
④4月度例会事業計画(案)予算(案)承認の件             (まちづくり) 

 
（１０） 第４回理事会・第４回全役員協議会 
     ２００８年４月１０日（木） １９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
     議題 
     ①2008年度第1次研修生入会認証(案)承認の件           (指導力開発) 
     ②2008年度第1次新入会員委員会配属(案)承認の件          (スタッフ) 
     ③3月度例会(ブロ長公式訪問例会)決算(案)承認の件         (指導力開発) 
     ④5月度例会事業計画(案)予算(案)承認の件           (文化・まつり) 
     ⑤第 27回全国城下町シンポジウム唐津大会事業計画(案)予算(案)承認の件 

(青少年育成) 
     ⑥第 34回島根ブロック会員大会懇親会事業計画(案)予算(案)承認の件 

(会員大会実行特別) 
 
 
 



（１１） 第５回理事会・第５回全役員協議会 
     ２００８年５月１５日（木） １９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
     議題 
     ①4月度例会決算(案)承認の件                   (まちづくり) 
     ②委員会事業キャンドルナイト事業計画(案)予算(案)承認の件     (まちづくり) 
     ③第 4回だんだん少年野球大会事業計画(案)予算(案)承認の件     (青少年育成) 
     ④7月度例会日程変更(案)承認の件                 (指導力開発) 
     ⑤9月度例会日程変更(案)承認の件                 (青少年育成) 
     ⑥9月度例会補正予算(案)承認の件                 (青少年育成) 
     ⑦9月度例会事業計画(案)予算(案)承認の件             (青少年育成) 
 
（１２） 第６回理事会・第６回全役員協議会 
     ２００８年６月１２日（木） １９：００～２１：３０ 松江商工会館 ２０１号室 
     議題 
     ①5月度例会決算(案)承認の件                  (文化・まつり) 
     ②7月度例会補正予算(案)承認の件                 (指導力開発) 
     ③7月度例会事業計画(案)予算(案)承認の件             (指導力開発) 
     ④8月度第 1例会募金活動(案)承認の件              (文化・まつり) 
     ⑤サマーコンファレンス 2008事業計画(案)予算(案)承認の件     (まちづくり) 
     ⑥第 57回全国会員大会浜松大会事業計画(案)予算(案)承認の件    (指導力開発) 
     ⑦選挙管理委員会設置及びメンバー配属(案)承認の件         (スタッフ) 
 
 
（１３） 第７回臨時理事会 
     ２００８年６月２６日（水） １９：００～２１：００ 松江商工会館 ７階 ＪＣＲ 
     議案 
     ①8月度第 1例会事業計画(案)予算(案)承認の件          (文化・まつり) 
  
（１４） 第８回理事会・第７回全役員協議会 
     ２００８年７月１０日（木） １９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
     議案 
     ①第 27回全国城下町シンポジウム唐津大会決算(案)承認の件     (青少年育成) 
     ②委員会事業キャンドルナイト補正予算(案)承認の件        (まちづくり) 
     ③委員会事業キャンドルナイト決算(案)承認の件          (まちづくり) 
     ④8月度第 2例会事業計画(案)予算(案)承認の件           (総務・広報) 
 



（１５） 第９回理事会・第８回全役員協議会 
     ２００８年８月７日（木） １９：００～２１：３０ 松江商工会館 １０１号室 
     議案 
     ①2008年度第 2次研修生入会認証(案)承認の件          (指導力開発) 
     ②2008年度第 2次新入会員委員会配属(案)承認の件         (スタッフ) 
     ③第 34回島根ブロック会員大会決算(案)承認の件      (会員大会実行特別) 
     ④第 34回島根ブロック会員大会懇親会決算(案)承認の件   (会員大会実行特別) 
     ⑤サマーコンファレンス 2008決算(案)承認の件          (まちづくり) 
     ⑥委員会事業(怪談行列)補正予算(案)承認の件          (文化・まつり) 
     ⑦委員会事業(怪談行列)事業計画(案)予算(案)承認の件       (文化・まつり) 
     ⑧10月度第 1例会(JC ﾃﾞｰ)事業計画(案)予算(案)承認の件 

(会員大会実行特別・会員拡大推進会議) 
 
（１６） 第１０回理事会・第９回全役員協議会 
     ２００８年９月１１日（木） １９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
     議題 

①7月度例会補正予算(案)承認の件                 (指導力開発) 
②7月度例会決算(案)承認の件                   (指導力開発) 
③8月度第 2例会決算(案)承認の件                 (総務・広報) 

 
（１７） 第１１回理事会･第１０会全役員協議会 
     ２００８年１０月１６日（木） １９：００～２１：００ 松江商工会館 １０１号室 
     議題 
     ①9月度例会補正予算(案)承認の件                 (青少年育成) 
     ②9月度例会決算(案)承認の件                   (青少年育成) 
     ③9月度委員会事業(怪談行列)補正予算(案)承認の件        (文化・まつり) 
     ④9月度委員会事業(怪談行列)決算(案)承認の件          (文化・まつり) 
     ⑤11月度例会事業計画(案)予算(案)承認の件            (まちづくり) 
     ⑥褒章委員会設置(案)承認の件                   (スタッフ) 
     ⑦奥村剛清君休会(案)承認の件                   (スタッフ) 
 
（１８）第１２回臨時理事会 
    ２００８年１０月１１日（木）１９：００～２１：３０ 松江商工会館７階 ＪＣＲ  
    議題 
    ①11月度例会事業計画(案)予算(案)承認の件             (まちづくり) 
 



（１９） 第１３回理事会・第１１回全役員協議会 
     ２００８年１１月１３日（木） １９：００～２０：１５ 松江商工会館 ２０１号室 
     議案 
     ①第 57回全国会員大会浜松大会決算(案)承認の件          (指導力開発) 
     ②10月度第 1例会(JC ﾃﾞｰ)決算(案)承認の件(会員大会実行特別・会員拡大推進会議) 
     ③12月度第 1例会第 144回定時総会事業計画(案)予算(案)承認の件  (総務・広報) 
     ④12月度第 2例会(卒業式・渡鍵式)補正予算(案)承認の件   (総務・広報 酉の会) 
     ⑤12月度第 2例会(卒業式・渡鍵式)事業計画(案)予算(案)承認の件 

(総務・広報 酉の会) 
     ⑥12月度第 2例会(祝賀会)事業計画(案)予算(案)承認の件       (青少年育成) 
     ⑦2008年度(社)松江青年会議所褒章(案)承認の件           (スタッフ) 
 
（２０） 第１４回臨時理事会 
     ２００８年１１月２７日（木）１９：００～２０：１０ 松江商工会館 ７階 ＪＣＲ 
     議題 
     ①2008年度(社)松江青年会議所褒章(案)承認の件           (スタッフ) 
     ②2008年度(社)松江青年会議所第 3次研修生入会認証(案)承認の件  (指導力開発) 
     ③2008年度(社)松江青年会議所第 3次新入会員委員会配属(案)承認の件 (スタッフ) 
     ④2008年度(社)松江青年会議所一般会計及び特別会計補正予算(案)承認の件 

(スタッフ) 
     ⑤2009年度(社)松江青年会議所推進会議設置(案)承認の件      (09スタッフ) 
     ⑥2009年度(社)松江青年会議所運営規定(案)承認の件        (09スタッフ) 
     ⑦2009年度(社)松江青年会議所事業計画(案)承認の件        (09スタッフ) 
     ⑧2009年度(社)松江青年会議所一般会計及び特別会計予算(案)承認の件 

    (09スタッフ) 
 
（２１） 第１５回理事会・第１２回全役員協議会 
     ２００８年１２月１８（木）１９：００～２０：００ 松江ニューアーバンホテル 
     議題 
     ①11月度例会補正予算(案)承認の件                (まちづくり) 
     ②11月度例会決算(案)承認の件                  (まちづくり) 
     ③12月度第 1例会(第 144回定時総会)決算(案)承認の件       (総務・広報) 
     ④12月度第 2例会(卒業式・渡鍵式)補正予算(案)承認の件   (総務・広報 酉の会) 
     ⑤12月度第 2例会(卒業式・渡鍵式)決算(案)承認の件     (総務・広報 酉の会) 
     ⑥12月度第 2例会(祝賀会)決算(案)承認の件            (青少年育成) 
 



（２２） 第１６回臨時理事会 
     ２００９年１月２９日（木） １９：００～１９：３０ 松江商工会館 ７階 ＪＣＲ 
     議題 
     ①2008年度(社)松江青年会議所 一般会計及び特別会計決算(案)承認の件 (スタッフ) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



例 会 

（１）  １月度例会 
       日 時 １月８日（金） １９：００～２１：３８ 
       場 所 松江ニューアーバンホテル 
       タ イ ト ル 新年賀会例会 
             「心を一つに」新年度スタート 

担当委員会 会員拡大推進会議 
       出 席 者 ４４名（84.0%） 
 
（２）  ２月度例会 

     日 時 ２月２１日（木） １９：００～２１：３０ 
       場 所 松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室及びメイビー 
       タ イ ト ル 第１４２回定時総会 
             バトンタッチ 
       担当委員会 総務・広報委員会 
       出 席 者 ３６名（69.2％） 
 
（３）  ３月度例会 

     日 時 ３月１９日（水） １９：００～２３：００ 
       場 所 松江ニューアーバンホテル 
       タ イ ト ル ２００８年度島根ブロック協議会会長公式訪問 
             「日本の息吹を感じよう！島根の息吹を感じよう！」 
       担当委員会 指導力開発委員会 
       出 席 者 ４５名（86.5%） 
 
（４）  ４月度例会 

     日 時 ４月１７日（木） １９：００～２１：４０ 
       場 所 松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
       タ イ ト ル 松江の橋と景観から見たまちづくり 
       担当委員会 まちづくり委員会 
       出 席 者 ４２名（80.7%） 
 
 
 
 



（５）  ５月度例会 
     日 時 ５月２２日（木） １９：００～２１：５３ 

       場 所 松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室 
       タ イ ト ル 文化はまちづくり 
       担当委員会 文化・まつり委員会 
       出 席 者 ４２名（77.7%） 
 
（６）  ６月度例会 

  日 時 ６月１５日（日） ９：００～２０：３０ 
       場 所 松江テルサ（式典・講演会）ホテル一畑（懇親会） 
       タ イ ト ル 第３４回島根ブロック会員大会 
             おもてなし～松江らしく爽やかな大会をめざして～ 
       担当委員会 会員大会実行特別委員会 
       出 席 者 ４８名（90.5%） 
 
（７）  ７月度例会 

 日 時 ７月２３日（水） １７：３０～２３：３０ 
       場 所 松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室及びカジャグー 
       タ イ ト ル 地域社会の活力と成る青年としてのリーダーシップとは 
       担当委員会 指導力開発委員会 
       出 席 者 ４４名（83.0%） 
 
（８）  ８月度第１例会 

  日 時 ８月９日（土）１３：００～２３：００ 
 ８月１０日（日）１３：３０～２３：００ 

       場 所 松江市役所駐車場とその周辺 
       タ イ ト ル 松江水郷祭（松江だんだん）湖と緑のフェスティバル 

 松江だんだん 2008 みんな集まれ「心が通う」この場所へ 
       担当委員会 文化・まつり委員会 
       出 席 者 ４７名（88.6%） 
 
 
 
 
 
 



（９）  8月度第２例会 
  日 時 ８月２１日（木） １９：００～２３：００ 

       場 所 松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室及びメイビー 
       タ イ ト ル 第１４３回定時総会 
             新たなる決意 
       担当委員会 総務・広報委員会 
       出 席 者 ４１名（77.3%） 
 
（１０） ９月度例会 

  日 時 ９月７日（日） ９：００～１４：３０ 
       場 所 松江市宍道ふるさと森林公園 
       タ イ ト ル そうだ！窯を造ってピザを焼こう 
             思いやりのある人間育成を目指して 
       担当委員会 青少年育成委員会 
       出 席 者 ２９名（53.7%） 
 
 
（１１）１０月度例会 

 日 時 １０月１日（水） １８：３０～２１：０３ 
       場 所 ホテル一畑 平安の間（１／３） 
       タ イ ト ル 第５２回ＪＣデー 
       担当委員会 会員拡大推進会議・会員大会実行特別委員会 
       出 席 者 ４５名（83.3%） 
 
（１２）１１月度例会 

 日 時 １１月２０日（日） １９：００～２１：２０ 
       場 所 松江市総合文化センター（プラバホール）大会議室 
       タ イ ト ル 今、市民は大橋川改修をどう考えているのか 
       担当委員会 まちづくり委員会 
       出 席 者 ４１名（75.9%） 
 
 
 
 
 
 



（１３）１２月度第１例会 
 日 時 １２月１１日（木） １９：００～２２：５０ 

       場 所 松江商工会館 １階 教養文化センター１０１号室及びメイビー 
       タ イ ト ル 第１４４回定時総会 
             一致団結へ向けて心を通わせよう 
       担当委員会 総務・広報委員会 
       出 席 者 ４１名（75.9%） 
 
（１４）１２月度第２例会 

 日 時 １２月１４日（日） １３：３０～１７：３０ 
      場 所 ホテル一畑（平安の間） 
      タ イ ト ル ２００８年度（社）松江青年会議所卒業式、渡鍵式 
            旅立ちそして出会い 
      担当委員会 総務・広報委員会 
      出 席 者 ４８名（88.8%） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【出向者報告】 
 

社団法人 日本青年会議所 国際アカデミー委員会 
委員長 尾﨑 俊也 

 
平成９年に（社）松江青年会議所に入会させていただき、本年がラストイヤーの年となりまし

た。私自身、平成１６年に名古屋で開催された第１７回国際アカデミーin名古屋にデリゲイツ
として参加して以来、平成１７年には日本ＪＣ国際アカデミー委員会副委員長、平成１８年に

は（社）松江青年会議所理事長として第１９回国際アカデミーin松江を開催させていただきま
した。このように国際アカデミーとは深いご縁をいただいており、ラストイヤーの本年には日

本ＪＣ国際アカデミー委員長として、今まで本当にお世話になった国際アカデミーというすば

らしい事業に対し、最後の恩返しをさせていただく機会に恵まれ、心より感謝しています。ま

た、突然の出向にも関らずご支援をいただいた木村理事長はじめＬＯＭメンバーの皆様、無理

なお願いにも関らず快く出向を引き受けていただいた太田総括幹事、河上委員、福島委員、西

村総括補佐には本当に心より御礼申し上げます。ありがとうございました。また、第２１回国

際アカデミーin立川にデリゲイツとしてご参加いただいた田代君にも感謝いたします。ありが
とうございました。 
私は、この１年間ずっと、国際アカデミーという本当にすばらしい事業に対する深い愛情と、

第１９回国際アカデミーを成功させた松江ＪＣの誇りを持って出向させていただきました。今

まで経験したことの無いくらいハードなＪＣ活動でしたが、自分を突き動かしているのはその

思いと、いつも支えてくれている太田総括幹事はじめ委員会メンバーの情熱でした。年間活動

記録の表を見返してみると、「本当によくここまでやったな。」と思うくらいＪＣにのめり込ん

でいましたが、周りの支えが無ければ１人でやり切れるものではなかったと思います。 
以前から事ある毎に言っている言葉に、「出会いは人を変え、感動は人を創る。」というものが

あります。これは平成１７年に副委員長として出向させていただいた際に、当時の国際アカデ

ミー委員長から教えていただいた言葉で、私にとっては本当に大切な言葉です。ＪＣは、同じ

志を持った若者が集まり、すばらしい出会いや感動を得る度にどんどん成長していく、本当に

他には無い組織だと確信しています。私は平成９年に入会し、生涯の付き合いになるようなす

ばらしい出会いがあり、今まで経験したことの無いような感動を得ることができました。この

ような経験をさせていただき、尚且つ最終年度に私の最も愛する事業である国際アカデミーの

委員長にまでさせていただきましたことを重ねて御礼申し上げ、私の報告とさせていただきま

す。ありがとうございました。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月
12日～14日 セントルイス JBM JCIの本部（セントルイス）で1月に開催される役員会に

第21回国際アカデミーのPRのために参加。
15日 立川 立川JC賀詞交歓会 第21回国際アカデミー開催地である立川JCで開催された

賀詞交歓会に参加し、国際アカデミーのPRを実施。
17日 京都 スタッフ会

18日～20日 京都 京都会議
18日 京都 日本JC理事会
18日 京都 第1回委員会 国際アカデミー委員会の第1回目の委員会を実施。
19日 京都 日本JC総会 総会に参加すると共に、国際アカデミーのPRを実施。
20日 京都 国際グループ会議 京都会議終了後、国際グループ会議に参加。
24日 出雲 日本JC常任理事会 出雲で開催された日本JC常任理事会に参加
30日 東京 国際グループ会議 東京のJC会館で国際グループ会議に参加。
31日 立川 第２小委員会 立川で開催された第２小委員会に参加。

2月
1日 松江 スタッフ会
2日 松江 第2回委員会 国際アカデミー委員会を松江で開催した。
3日 松江 小委員会
6日 東京 国際グループ会議

7日 東京
北方領土返還要求全
国大会

7日 横浜 サマコン調整会議
サマーコンファレンスで国際アカデミー卒業式を行なうた
め、調整会議に参加。

14日 東京 スタッフ会
15日 東京 日本JC常任理事会
16日 東京 日本JC理事会
16日 東京 スタッフ会
17日 東京 国際グループ会議

18日 東大阪
（社）東大阪JC例会訪
問

当委員会の副委員長を輩出している（社）東大阪JCに例
会訪問し、国際アカデミーのPRを実施。

19日～25日 デンマーク
国際アカデミー講師打
合せ

第21回国際アカデミーの講師であるラース・ハシュランド
氏と打合せするため、デンマークに訪問。

29日 立川 スタッフ会
3月

1日 立川 第３回委員会
2日 立川 小委員会
2日 東京 国際グループ会議

8日 高知 四国地区役員会議
四国地区役員会議に訪問し、国際アカデミーのPRを行
なった。

9日 立川 第2小委員会

12日 立川 立川JC例会
日本JC山本副会頭、栂野常任理事と共に立川JC例会に
訪問した。

14日 大阪 国際グループ会議
15日 立川 第2小委員会
15日 東京 日本JC財政審査会議 日本JC財政審査会議に議案上程した。

15日 東京
日本JCｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ審
査会議

18日 東京

第23回世界スカウト
ジャンボリー招致委員
会

国際アカデミー委員会が担当している第23回世界スカウト
ジャンボリー招致委員会に参加した。

21日 立川 第2小委員会
21日 東京 日本JC常任理事会 日本JC常任理事会に議案上程した。
22日 東京 日本JC理事会
22日 東京 スタッフ会
23日 東京 日本JC総会 日本JC総会に参加し、国際アカデミーのPRを行った。

29日 帯広 北海道地区役員会議
北海道地区役員会議に訪問し、国際アカデミーのPRを行
なった。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4月
4日 東京 スタッフ会
5日 東京 JCIアワード申請説明 JCIアワードの申請説明会を開催した。
6日 東京 小委員会
9日 東京 国際グループ会議

10日 東京
高村外務大臣パー
ティー

第21回国際アカデミーのウェルカムパーティーに高村外
務大臣にご参加いただくことになり、そのご挨拶も兼ねて
パーティーに参加した。

12日 東京 日本JC財政審査会議

12日 東京
日本JCｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ審
査会議

18日 東京 日本JC常任理事会
19日 東京 日本JC理事会
19日 東京 スタッフ会

20日 東京 JCIアワード合宿
JCIアワード申請書の翻訳のために委員会で合宿を行
なった。

22日 東京 日本JC役員会 日本JC役員と国際グループの懇談会に参加

25日 立川 スタッフ会
講師のラース氏が来日し、第21回国際アカデミーの打合
せを行った。

26日 立川 プレアカデミー
立川JCメンバーを対象に、第21回国際アカデミーの予行
練習を行なった。

27日～29日 中国 訪中ミッション 日本JCの訪中ミッションに参加した。
5月

1日 東京
新しい憲法を制定す
る推進大会

日本JCの議長・委員長は全員「新しい憲法を制定する推
進大会」に参加する義務があり、参加した。

16日 東京 日本JC常任理事会
17日 東京 日本JC理事会
17日 立川 スタッフ会
18日 津 津JC55周年 国際グループとして津JC55周年記念式典に参加した。

28日～6月2
日
釜山 ASPAC釜山大会

6月
4日 立川 スタッフ会

12日 成田
ブラジルミッション結
団式 日本JCブラジルミッションの結団式に参加した。

13日 東京 スタッフ会
14日 東京 第6回委員会

14日 東京
事前オリエンテーショ
ン

国際アカデミー国内参加者を対象に事前オリエンテーショ
ンを実施した。

14日 東京 日本JC財政審査会議

14日 東京
日本JCｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ審
査会議

20日 東京 日本JC常任理事会
21日 東京 日本JC理事会
21日 東京 スタッフ会
27日 東京 JIフォーラム 日本JC事業の「JIフォーラム」に参加した。

7月
2日 立川 立川JC例会
3日 金沢 国際グループ会議
4日 立川 スタッフ会
5日 立川 第7回委員会
10日 成田 日伯交流結団式 ブラジル交流事業の結団式に参加した。

11日～18日 立川・横浜
第21回国際アカデミー
in立川 第21回国際アカデミーin立川に参加

19日～20日 横浜 サマーコンファレンス
27日～30日 ニューヨーク UNリーダーズサミット 国連で開催されたUNリーダーズサミットに参加した。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 国際アカデミー委員会 
 総括幹事 太田 敦久 

 
私自身、今回の出向を JC 活動の集大成と位置付けと言っても過言ではないくらいの良き経験
をさせていただきました。事業はすべて成功裏に終わったわけでありますが、事業遂行する過

程の中で、そこには、常に自己研鑽をつみまさにアカデミーだった一年でありました。松江 JC
メンバーの皆様方は出向に対してまだ希薄している所が見受けられます。少し無理してでもと

8月
6日 松江 国際グループ会議

22日 つくば 相互理解プログラム
日本JCアジアネットワーク委員会の相互理解プログラム
に参加した。

23日 浜松 全国大会決起大会

28日 鹿児島 相互理解プログラム
日本JCアジアネットワーク委員会の相互理解プログラム
に参加した。

30日 東京 JCIアワード申請説明 JCIアワードの申請説明会を開催した。
9月

8日 東京 国際グループ会議
13日 東京 日本JC財政審査会議

13日 東京
日本JCｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ審
査会議

19日 東京 日本JC常任理事会
20日 東京 日本JC理事会
20日 東京 第8回委員会

22日～24日 ニューデリー 世界会議現地調査
国際アカデミー委員会が世界会議で実施するアカデミーリ
ユニオンの下準備のためにニューデリーに訪問した。

10月
2日 東京 日本JC臨時理事会

4日 立川 ボランティア報告会
国際アカデミーに参加いただいたボランティアの方々の報
告会に参加した。

8日 長野 国際グループ会議
9日～12日 浜松 全国会員大会

19日 立川 日本JC関東地区事業 関東地区協議会主催の硫黄島勉強会に参加した。
24日 東京 国際グループ会議

27日～28日 東京・硫黄島 硫黄島ミッション 関東地区協議会主催の硫黄島ミッションに参加した。
11月

1日 東京
日本JCｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ審
査会議

2日 東京 日本JC財政審査会議

3日～11日 ニューデリー
世界会議ニューデリー
大会 ニューデリーで開催された世界会議に参加した。

14日 東京 日本JC常任理事会
15日 東京 日本JC理事会
21日 出雲 国際グループ会議
22日 鹿児島 第9回委員会
29日 東京 日本JC財政審査会議

12月

4日 東京
高村前外務大臣政経
懇話会

第21回国際アカデミーウェルカムパーティーでご挨拶いた
だいた御礼に、小田会頭はじめ日本JCメンバー、国際ア
カデミー委員会メンバーと一緒に参加した。

5日 東京 日本JC常任理事会
6日 東京 日本JC理事会
25日 能登 国際グループ会議
27日 富山 スタッフ会



いう気持ちと少し勇気を出して大海に出てみるとそこには今まで経験した事のない驚きと感動

が待っているはずです。今後は積極果敢に出てみて経験を積むことを希望します。最後にここ

数年苦楽をともにした尾崎委員長、JC経験浅い西村総括幹事補佐と JC活動が出来たこと大変
いい思い出になりました。ありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

2007年
10月15日 東京　JC会館 第1回スタッフ予定者会議
～16日 日本JCスタッフ予定者

セミナー

10月27日 東京　立川市 第2回スタッフ予定者会議
～28日

11月27日 東京　JC会館 第3回スタッフ予定者会議
～28日

12月15日 東京　立川市 第4回スタッフ予定者会議
～16日 第1回予定者委員会

2008年
1月12日 東京　JC会館 財政審査会議
～13日

1月17日 京都国際会議場第1回スタッフ会
～20日 (京都会議) 第1回委員会

2月1日 島根県　松江市 第2回スタッフ会
～3日 第2回委員会

2月16日 東京　星稜会館 第3回スタッフ会
～17日

2月29日 東京　立川市 第4回スタッフ会
～3月2日 第3回委員会

3月8日 高知市 四国地区PR

3月14日 島根大田 中国地区PR

3月22日 東京　JC会館 第5回スタッフ会
～23日 日本JC総会 PR

3月29日 帯広市 北海道地区PR

4月4日 東京　JC会館 第6回スタッフ会
～6日 第4回委員会

4月10日 東京プリンスH 高村大臣政治パーティー

4月19日 東京　JC会館 第7回スタッフ会
～20日

4月26日 東京　立川市 プレアカデミー
4月27日 中国　北京 日中関係事業
～29日



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 国際アカデミー委員会 
委員 福島 克治 

 
２００８年度は尾﨑委員長、太田総括、西村総括幹事補佐、河上委員とともに、第２１回国際

アカデミーin 立川を担当する(社)日本青年会議所国際アカデミー委員会へ出向させて頂きまし
た。担当委員会は河上委員とともに第４小委員会に配属となり、主に海外デリゲイツの入出国

および開催期間中のサポートに携わらせていただきました。国際アカデミーにかかわるのは、

松江での開催を含め２度目になりますが、開催地ロムとしての参加とはまた異なった新しい発

見と感動をさせて頂きました。 

5月9日 東京　八王子 第8回スタッフ会
～11日 東京　立川市 第5回委員会

5月17日 東京　立川市 第9回スタッフ会
～18日 横浜　

5月30日 韓国　釜山 第58回ASPAC(釜山大会)
～6月2日

6月13日 東京　星稜会館 第10回スタッフ会
～15日 第6回委員会

6月21日 東京　立川市 第11回スタッフ会
～22日

7月4日 東京　立川市 第11回スタッフ会
～6日 第7回委員会

7月10日 東京　立川市 第21回国際アカデミーin立川
～20日 開催

8月30日 東京　JC会館 世界会議アワード説明会

9月13日 東京　JC会館 財政審査会議
(アカデミー決算)

9月19日 東京　砂防会館 第12回スタッフ会
～21日 第8回委員会

9月22日 インド現調 世界会議
～25日 ニューデリー インド現調

10月10日 浜松市 第9回委員会
～12日 全国会員大会

11月5日 インド 第63回JCI世界会議

～10日 (ニューデリー) (ニューデリー大会)

11月21日 鹿児島市 第13回スタッフ会
～23日 第10回委員会

12月4日 東京プリンスH 高村大臣政治パーティー

12月27日 富山市 第14回スタッフ会
～28日 (最終)



今回の国際アカデミーでは「共生～Ｓｙｍｂｉｏｓｉｓ」をメインテーマとし、日本の美徳の

象徴である「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」を国内外参加者が相互理解を図ることで世界平和の実現を目

指しました。そして約１２０名のデリゲイツを向かえ開催することができました。真の世界平

和を目指すという、第１回より普遍の目的は第２１回国際アカデミーでもしっかりと、東京・

立川より、世界へ向けて発信されたと思います。 

最後の卒業年度にこの出向というチャンスを与えて頂いたこと、そしてその中で本当にいろい

ろな学びや気づきを得ることができたことに感謝しています。本当にありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 国際アカデミー委員会 
委員 河上 和宏 

 
２００８年度は尾﨑委員長、太田総括、西村総括幹事補佐、福島委員とともに、第２１回国際

アカデミーin 立川を担当する(社)日本青年会議所国際アカデミー委員会へ出向してまいりまし
た。私は、福島委員とともに第４小委員会で主に海外デリゲイツの入出国および開催期間中の

サポートに携わる委員会でした。国際アカデミーにかかわるのは、松江での開催を含め３度目

になりますが、毎回新しい発見と感動があります。 
第２１回国際アカデミーのメインテーマは「共生～Ｓｙｍｂｉｏｓｉｓ」。アカデミーでは、日

本の美徳の象徴である「ＯＭＯＩＹＡＲＩ」を理解し、国内外参加者が相互理解を図ることで

世界平和を実現する為に伝播していくトップリーダーを目指し、国内外からデリゲイツを約１

２０名向かえ開催されました。ＪＣＩの提唱する「Ｂｅ Ｂｅｔｔｅｒ．」、２００８年度ＪＣ

Ｉ会頭のスローガンである「Ｔｉｍｅ ｔｏ Ａｃｔ」を理解し、ＪＣＩの活動へつながる大き

な会議でした。真の世界平和を目指すという、第１回より普遍の目的は第２１回国際アカデミ

ーでもしっかりと、東京・立川より、世界へ向けて発信されました。 

地元立川ＪＣの協力なくしては、このアカデミーの開催はありえず、アカデミーの裏方として

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月18日 京都 １月度委員会 顔合わせ・所信・活動内容の確認
2月2日 松江 ２月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
2月3日 松江 ２月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
3月1日 立川 ３月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
3月2日 立川 ３月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
6月14日 東京 ６月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
7月5日 立川 ７月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
7月6日 立川 ７月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
7月10日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月11日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月12日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月17日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月18日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月19日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー/サマコン
7月20日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー/サマコン
10月10日 浜松 １０月度委員会 経過報告/全国大会



参加した１０日間を終え、改めて開催地ＬＯＭのテーマである「絆」を実感いたしました。 

また、デリゲイツとして参加された田代君がグローバルネットワーカーのバッチを卒業式で受

け取った時の顔がとても印象的でした。 

本当にいろいろな学び・気づきを与えてくれた国際アカデミーでした。ありがとうございまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
社団法人 日本青年会議所 国際アカデミー委員会 

 総括幹事補佐 西村 圭介 
 

私が国際アカデミー委員会の活動に初めて参加したのは、昨年の１２月１５日の予定者会議か

らでした。初めは何もわからず、右往左往するばかりだったことを昨日のことのように思い出

します。ようやく、運営団として慣れてきたなと思った頃には、もう１年が過ぎようとしてい

ました。本当にあっという間の１年でした。今回の出向は私の人生の中でも本当に大きな出来

事に１つになったと思います。学ぶことが多くあったというのもそうですが、何より、社会人

となってから、こんなに「感動」したことはありませんでした。アカデミーの本番は想像以上

にハードで、痺れるような毎日でしたが、とても充実した経験でした。何より、メンバー全員

が真剣になって、事業を成功させようと取り組む姿勢、そして、参加するデリゲイツの皆さん

の熱意に圧倒され、最後の卒業式は本当に感動しました。また、終了後に立川 JC さんが開催
されたボランティアさんの報告会では、皆さんから「アカデミーに参加してよかった」、「JCは
素晴らしい事業をされている」などの多くの賞賛のお言葉をいただき、本当にこの事業をやっ

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月18日 京都 １月度委員会 顔合わせ・所信・活動内容の確認
2月2日 松江 ２月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
2月3日 松江 ２月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
5月10日 立川 ５月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
5月11日 立川 ５月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
5月24日 鹿児島 第４小委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
5月25日 鹿児島 第４小委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
7月5日 立川 ７月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
7月6日 立川 ７月度委員会 国際アカデミー詳細打ち合わせ
7月10日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月11日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月12日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月13日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月14日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月15日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月16日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月17日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月18日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー
7月19日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー/サマコン
7月20日 立川 国際アカデミー 国際アカデミー/サマコン
10月10日 浜松 １０月度委員会 経過報告/全国大会



てよかったと思いました。 
私にとって、今回の出向は JC マンとして、様々な心得を学ぶ機会となりました。何事にも妥
協をしない強い気持ち、細かい事まで配慮する気配り、メンバーを大切にする友情、そして何

より、事業を成功させるという熱い想い、それらをこの１年という短期間で多くの皆様から教

えていただきました。 
入会して間もない私を出向させていただきました、木村理事長を始めとする松江青年会議所の

皆さん、そして尾﨑委員長を始めとする国際アカデミーチーム松江の皆さん、本当にありがと

うございました。出向の経験は今後の JC 生活に生かしていきたいと思います。本当に貴重な
経験をさせていただきありがとうございました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 

直前会長 尾﨑 俊也 
 

本年度、島根ブロック直前会長として幸増会長をお支えするという任務をいただきましたが、

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

12月15日 立川女性総合センターアイム 第1回予定者委員会 協議・報告
1月17日 京都国際会議場 第1回スタッフ会 協議・報告
1月18日 京都国際会議場 第1回委員会 協議・報告
1月19日 京都国際会議場 PR 第21回国際アカデミーin立川のPR
2月1日 松江JC事務局 第2回スタッフ会 協議・報告
2月2日 松江ニューアーバンホテル 第2回委員会 協議・報告
2月29日 立川商工会議所 第4回スタッフ会 協議・報告
3月1日 立川グランドホテル 第3回委員会 協議・報告
4月2日 JC会館 第6回スタッフ会 協議・報告
4月3日 JC会館 第4回委員会 協議・報告
4月3日 JC会館 JCIアワード申請説明会 JCIアワードの申請方法の説明会

コースリーダーを招いてメンバーにアカデミーの
模擬セミナーの体験させる事業

4月27日 世界平和実現に向けた
～29日 中国との新たな関係構築事業
5月9日 八王子クリエイトホール 第8回スタッフ会 協議・報告
5月10日 立川女性総合センターアイム 第5回委員会 協議・報告
5月30日
～6月1日
6月13日 JC会館 第10回スタッフ会 協議・報告
6月14日 星陵会館 第6回委員会 協議・報告
6月14日 星陵会館 第1回オリエンテーション 国内デリゲイツ向け事前オリエンテーション
7月4日 立川女性総合センターアイム 第12回スタッフ会 協議・報告
7月5日 立川アレアホール 第7回委員会 協議・報告
7月10日 立川パレスホテル
～19日 横浜：パシフィコ横浜
8月30日 JC会館 JCIアワード申請説明会 JCIアワードの申請方法の説明会
9月19日 JC会館 第13回スタッフ会 協議・報告
9月20日 JC会館 第8回理事会 オブザーブ出席
9月20日 砂防会館 第8回委員会 協議・報告

立川JC国際アカデミーin立川 ボランティア通訳、
ボランティア報告会 ホストファミリーの報告会にオブザーブ出席

11月5日
～9日

11月21日 渕上印刷会議室 第14回スタッフ会 協議・報告
11月22日 城山観光ホテル 第9回委員会 協議・報告
12月27日 富山 第15回スタッフ会 協議・報告

10月4日 立川アレアホール

第21回国際アカデミーin立川 第21回国際アカデミーin立川

ニューデリー 第63回世界会議inニューデリー大会 アカデミーリ・ユニオン、JCIアワードセレモニー

釜山 ASPAC釜山大会 第21回国際アカデミー in 立川PR

北京 同じ国際グループのアジアビジョン委員会の事業

4月26日 くにたち南市民プラザ プレアカデミー



実際は日本ＪＣ国際アカデミー委員会の委員長としての職務が大変多忙だったため、直前会長

の役割は殆ど果たすことができませんでした。その点は心よりお詫び申し上げます。しかし昨

年度もそうであったように、直前会長があまり正副会長会議等に参加していろいろご意見を申

し上げることは、本年度会長の方向性に対する指摘等にもなることから、あまり好ましいもの

ではないとも考えます。直前会長としては、もし会長から相談があればそれにのるが、あまり

こちらからでしゃばって意見を押し通すことは問題があると考えています。 
ただ、それにしても本来であればもう少し参加するべきだったと反省しています。基本的に全

て日本ＪＣ国際アカデミー委員会のスケジュールにぶつかっており、そちらを優先させた結果

ではありますが、もう少し直前会長の職務を全うするために工夫ができたのではないかと思っ

ています。 
このような状況であったにも関らず、第２１回国際アカデミーin立川には、島根ブロック内の
多くのＬＯＭよりデリゲイツを輩出いただき、幸増会長はじめ多くのブロックメンバーの皆様

に開会式や卒業式の会場にお越しいただきました。心より御礼申し上げます。 
 

 
 
 
 
 
 

 
社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 

副会長 神田 裕幸 
 

二度目のブロック出向とはいえ、前回は委員として出向していただめブロックの全容を掴めて

おりませんでした。そんな中、今回副会長という立場で出向し、会員大会運営会議と島根のリ

ーダー育成委員会の二委員会を担当させていただき、メンバーにも恵まれたお陰で実のある一

年を過ごさせていただきました。 
ラストイヤーで大役を仰せつかり一年をどう過ごそうかと考えておりましたが、実際会議に参

加してみるとブロックの魅力にはまってしまい、大変な中でも非常に楽しく活動できましたし、

なにより大変勉強になりました。 
会員会議所会議における各ＬＯＭの理事長から出てくる意見は、事業展開を行う上での重要な

ポイントを上手に導き出していくという大変素晴らしいものでした。ただ単に質問するのでは

なく、委員長・議長のやりたいことを明確に方向付ける「助け船」の要素も含まれており、さ

すがＬＯＭの代表の方だと感心しました。 
今後人数が少ない状況下でＬＯＭを運営することは大変厳しくなってくると思いますが、より

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月
26日 出雲大社 第1回会員会議所会議

3月
19日 松江 ブロック会長公式訪問

6月
15日 松江 島根ブロック会員大会
23日 松江 正副会長会議



早くより正確に事業を構築するために様々な方向から事業目的を見つめることが重要になって

くると思います。そのためには様々な経験や知識が必要とですので、ブロックや日本への出向

は大変有効だと感じております。 
出向の機会があるときには是非出向していただき、ＬＯＭでは感じることの出来ない空気に触

れてみられてはいかがでしょうか。 
本来であれば出向で得られた経験や知識を皆様にお伝えしたいところですが、今年度で卒業さ

せていただく為非常に残念です。出向するなら早いほうが良いですよ。では。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
副会長幹事 寺本 聖也 

 

本年度は神田副会長の下、中国地区島根ブロック協議会副会長幹事という大役を頂き大変貴重

な経験をさせて頂きました。 

正副会長会議、役員会議、委員会に出席出来ることにより毎回限られた時間の中で行われる会

議を目の前で感じ、考える場面に同席させて頂けた事により、J C の素晴らしさ、難しさを感
じる事ができました。 

そして、ブロックの行事に参加し、始まりから終わりまでを見る事ができ、入会２年目でこの

経験ができた事は、私自身幸運だったと思います。また、ブロックの活動ということで県内各

地の L O Mの方々と知り合えた事も今後の J C 活動に於いても大変貴重な財産であり大変有
り難く感じております。 

一年間を振り返りますと、何をすればいいか解らない状況でのスタートでしたが、とにかく参

加する事に心がけてまいりました。経験不足から至らない所も多々ありましたが、多くの J C 
メンバーの方々にご指導して頂きやり遂げる事ができました。島根ブロック協議会への出向は、

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月14日 大田 第1回正副会長会議
21日 江津 第2回正副会長会議
26日 大社 第1回役員会議・会員会議所会議

2月18日 江津 ブロック会長公式訪問
3月16日 出雲 ブロック会長公式訪問
19日 松江 ブロック会長公式訪問
24日 大田 第3回正副会長会議
31日 出雲 第4回正副会長会議

4月5日 平田 第2回役員会議・会員会議所会議
5月17日
18日

6月15日 松江 第34回ブロック会員大会
16日 大田 第5回正副会長会議
23日 松江 第6回正副会長会議
28日 安来 第3回役員会議・会員会議所会議

8月11日 大田 第7回正副会長会議
25日 大田 第8回正副会長会議
30日 益田 第4回役員会議・会員会議所会議

10月25日 大田 第9回正副会長会議
11月2日 益田 第5回役員会議・会員会議所会議

大社 JC滝打ち修行合宿



私にとって、とても学ぶ事の多い実りのある充実した一年だったと思います。今後の J C活動
に活かしていけるように邁進したいと思います。 

本年度、私に好機を与えていただき、誠にありがとうございました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
会員大会運営会議 議長 梶野 孝彦 

 

２００８年度（社）松江青年会議所は島根ブロック会員大会をこの松江の地に於いて１０年ぶ

りに主管をすることとなり、私は会員大会運営会議の議長として島根ブロックへ出向いたしま

した。主な職務としましては会員大会の企画運営、ロムとの連絡調整、そして記念公演を担当

する島根のリーダー育成委員会との連絡調整でした。 

はじめに行った作業は日本ＪＣ小田会頭の所信を読むことからスタートいたしました。そして

ブロックの幸増会長の所信、そして我が松江ＪＣの木村理事長の所信。この御三方の所信を何

度か読むうちに自ずと方向性は決まってきたように感じます。そして決まった大会スローガン

は、私が変わる、島根を変える。～地域のたのもしいＪＣとなれ～でした。地域におけるＪＣ

の存在意義を再認識していただく、それぞれのロムが持っている得意技を交換し合う。そんな

大会にしようと運営会議のメンバーそしてロムの委員会メンバー一丸となって準備にあたりま

した。 

ブロックに議長として出向させて頂き、会員会議所会議において各ロムの理事長に議案を承認

していただく。そして、事業終了後の報告。公益社団法人に則した会計処理。全てが私にとっ

て大変勉強になりました。最後に会員大会の成功にあたり木村理事長をはじめロムの皆様には

大変なご尽力を賜り本当にありがとうございました。深く感謝申し上げ、以上を報告といた 
します 

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月14日 大田 第1回正副会長会議
1月18日 京都 ブロックナイト
21日 江津 第2回正副会長会議
26日 大社 第1回役員会議・会員会議所会議

2月18日 江津 ブロック会長公式訪問
3月16日 出雲 ブロック会長公式訪問
19日 松江 ブロック会長公式訪問
24日 大田 第3回正副会長会議
31日 出雲 第4回正副会長会議

4月5日 平田 第2回役員会議・会員会議所会議
5月17日
18日
24日
25日

6月15日 松江 第34回ブロック会員大会
16日 大田 第5回正副会長会議
23日 松江 第6回正副会長会議
28日 安来 第3回役員会議・会員会議所会議

8月11日 大田 第7回正副会長会議
25日 大田 第8回正副会長会議
30日 益田 第4回役員会議・会員会議所会議

10月25日 大田 第9回正副会長会議

大社 JC滝打ち修行合宿

隠岐 ブロックスポーツ大会



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
会員大会運営会議 副議長 田代 緯 

 
本年度は島根ブロック協議会の会員大会運営会議の副議長として出向させて頂きました。 
多くのモチベーションの高い他ＬＯＭのメンバーと出会い、語らい会ったことで、大変多くの

刺激を受ける事が出来ました。 
又、会員会議所会議に参加した事により、ブロック内の全理事長のお話を直接聞けた事も大変

勉強になりました。 
出向させていただいた事によって色々な考え方や色々な青年会議所のやり方を知り、より青年

会議所について深く学ぶ事ができ又、自分のモチベーションも上がりました。未熟な私を出向

させて頂き、色々な経験をさせて頂き本当にありがとうございました。今後の青年会議所の活

動に活かしていきます。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

10月6日 大田 第1回正副議長・委員長予定者会議 所信表明・スケジュール等
10月13日 大田 議案上程セミナー 議案上程に関するセミナー
10月19日 松江 第1回委員会 顔合わせ・スケジュール等
11月3日 大田 新旧合同会員会議所会議 新旧合同会員会議所会議
11月22日 松江 第2回委員会 協議資料作成
1月9日 松江 第3回委員会 協議資料作成
1月26日 大社 第1回会員会議所会議 役員会議・会員会議所会議
2月7日 大田 第2回議案上程セミナー 議案上程に関するセミナー
4月1日 松江 第4回委員会 審議資料作成
4月5日 平田 第2回会員会議所会議 役員会議・会員会議所会議
5月16日 松江 第5回委員会 運営計画書作成
6月10日 松江 第6回委員会 運営計画書作成
6月13日 松江 第7回委員会 運営計画書作成
6月15日 松江 第34回ﾌﾞﾛｯｸ会員大会 第34回ﾌﾞﾛｯｸ会員大会
6月28日 安来 第3回会員会議所会議 役員会議・会員会議所会議
11月2日 益田 新旧合同会員会議所会議 新旧合同会員会議所会議

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

10月6日 大田 第1回正副議長・委員長予定者会議 所信表明・スケジュール等
10月13日 大田 議案上程セミナー 議案上程に関するセミナー
10月19日 松江 第1回委員会 顔合わせ・スケジュール等
11月3日 大田 新旧合同会員会議所会議 新旧合同会員会議所会議
11月22日 松江 第2回委員会 協議資料作成
1月9日 松江 第3回委員会 協議資料作成
1月26日 大社 第1回会員会議所会議 役員会議・会員会議所会議
2月7日 大田 第2回議案上程セミナー 議案上程に関するセミナー
4月1日 松江 第4回委員会 審議資料作成
4月5日 平田 第2回会員会議所会議 役員会議・会員会議所会議
5月16日 松江 第5回委員会 運営計画書作成
6月10日 松江 第6回委員会 運営計画書作成
6月13日 松江 第7回委員会 運営計画書作成
6月15日 松江 第34回ﾌﾞﾛｯｸ会員大会 第34回ﾌﾞﾛｯｸ会員大会
6月28日 安来 第3回会員会議所会議 役員会議・会員会議所会議
11月2日 益田 新旧合同会員会議所会議 新旧合同会員会議所会議



社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
島根のリーダー育成委員会 委員長 物部 伸吾 

  
思い起こせば昨年１０月から事業計画を立案し、委員会内の組織図とメンバー一人ひとりに役

割分担を決め、そして年間スケジュールにおいては６月までに事業を終えることで集中した委

員会活動をするという理想像を描いてスタートしました。 
終わってみれば計画以上の結果で、委員会の出席率は良く、みんな能動的に活動してくれたお

陰で「知力とモラルを兼ね備えたリーダー育成」を目的とする２つの事業も大成功に終えるこ

とができました。 
また、ブロックを通して県下に新しいメンバーとの出会いもあり、沢山の友情に支えられた一

年でした。ＪＣ最終年度（ラストイヤー）で本当にいい経験をさせてもらえたと感謝していま

す。ありがとうございました。 
最後に、今年度ブロック出向させてもらい自分なりに感じた事があります。 
日本全国、会員減少に歯止めがきかない状態で今後益々活発な展開がしにくくなると予想され

ます。ですが、そんな状況だからこそ今まで以上に「ブロック」のネットワークを深く広く活

用していかなくてはいけなと思います。県下１０ＬＯＭ、それぞれがそれぞれの伝統を守り、

個性的で斬新で質の高い事業を行っています。ですが、以外にもその情報を知り得るものが無

く、類似した事業をそれぞれで行っている現状です。だからこそ県下のネットワークを最大に

生かし共同事業や他団体との交流を深め、枠に囚われない自由な発想でより公益性を高め、地

域から必要とされるＪＣであってほしいと思います。その為には「ブロック」の役割と目的も

少しずつ進化させ、各ＬＯＭのコーディネートも兼ねて情報共有、情報発信を進めていってほ

しいと願います。 
明るい社会の創造の為に・・・。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
島根のリーダー育成委員会 委員 内田 浩平 

 
２００８年度(社)日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会島根のリーダー育成委員会に委

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

12月8日 松江 第１回委員会 各自自己紹介及び所信発表。事業方針説明他
1月12日 大田 第２回委員会 事業主旨決定、事業内容討議他
2月9日 安来 第３回委員会 事業内容決定、事業別役割分担発表、内容討議他
3月8日 出雲 第４回委員会 JC合宿各担当進捗状況報告、確認他
4月12日 松江 第５回委員会 JC合宿各担当進捗状況報告、確認他
5月10日 出雲大社 第６回委員会 JC合宿役割、タイムスケジュール等、最終確認
6月14日 松江 第７回委員会 会員大会記念講演最終打ち合わせ
7月12日 松江 第8回委員会 会員大会記念講演の検証及び事業報告書作成
10月4日 松江 忘年会 担当副会長、正副委員長へ記念品贈呈



員として出向いたしました。２００７年度に入会して、何も解らないままの出向でしたが、物

部委員長を始めとして、神田副会長、他の LOM の委員メンバーの方々には沢山の経験と学習の

場を与えて頂きました。 

５月の JC 合宿では、２日間の長丁場でし たが、参加して頂いたメンバーと、委員メンバーの

協力のもと、素晴らしい事業を達成する事ができました。今後も出向させて頂く機会があるの

ならば、是非参加させて頂きたいと思います。本年度の経験をもとに、島根のリーダーに一歩

でも近付けるよう、LOM でもそしてまたブロックでも精進していくつもりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
総務広報委員会 副委員長 木村 和弘 

  
本年度は初めて島根ブロックに総務広報委員会の副委員長として出向させていただきました。

出向じたい初めての経験でしたが、波多野委員長の段取りのおかげで何とか乗り越えられた 1
年でした。 
私の総務広報委員会での主な役割はホームページの運営でした。通常あまり使用しない言語が

使ってあり最初は非常にとまどいましたが、何とか納得がいくものが作れたように思います。 
今回出向させていただき入会当初の新鮮な気持ちを思い出させていただいたような気がします。

この経験を生かし今後もがんばりたいと思います。 
 
 

 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
県民参画意識向上推進委員会 副委員長 山岡 達也  

  
2008 年度島根ブロック県民参画意識向上推進委員会に副委員長として出向させていただきま

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

12月8日 松江青年会議所事務局 第一回委員会 4月度（JC合宿）5月度（ブロック会員大会記念講演）について
1月12日 スカイホテル８F 第二回委員会 役割決め、JC合宿の内容について
2月9日 ホテルひさご家 第三回委員会 JC合宿の内容について
3月8日 料亭さと（出雲） 第四回委員会 JC合宿の事業内容について（防災ゲーム、事業別ディスカッション、滝打ち）
4月20日 雑賀小学校 掃除に学ぶ会 凡事徹底についての実践
4月12日 松江青年会議所事務局 第五回委員会 JC合宿について
5月10日 出雲商工会館（大社） 第六回委員会 JC合宿当日の流れの確認について
5月17日 ますや旅館 JC合宿1日目 防災ゲーム、事業別ディスカッション
5月18日 出雲大社 JC合宿２日目 トイレ掃除、滝打ち禊
6月14日 松江青年会議所事務局 第七回委員会 ブロック会員大会記念講演、役割分担について
7月12日 松江青年会議所事務局 第八回委員会 JC合宿、記念講演事業報告について

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月17日 出雲 第1回委員会 会員会議所会議について
2月18日 松江 第2回委員会 会員会議所会議について
2月19日 松江 ブロ長公式訪問例会
5月28日 松江 第3回委員会 会員会議所会議について



した。この委員会では、憲法に関するタウンミーティングの開催というとても難しい内容であ

りました。島根県で憲法のタウンミーティングが開催されるのは、初めてとのことで、いろい

ろと大変な事業ではありました。 
しかし、委員会メンバー一丸となり、大盛況のうち終了する事ができました。松江での開催で

したので松江ＪＣのメンバーの皆様には多大なるご支援・ご協力を賜り誠にありがとうござい

ます。 
次年度も同じ内容で開催することになりまして、今度は委員長として、このタウンミーティン

グを開催する事になります。今年の経験を踏まえつつ、さらに良い内容になるよう努力してい

きたいと思います。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 
県民参画意識向上推進委員会 委員 楠 信也 

 
ご指名を受け、当委員会に出向させていただいておりましたが、諸事情により委員会の方にほ

とんど出席することができませんでした。 
当員会に出向されていました山岡君をはじめ、委員会メンバー各位、また、ＬＯＭメンバーの

皆様にもご迷惑をおかけしました。 
事業報告にかえて、お詫び申し上げます。 

 
社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 

郷土愛育成委員会 委員 久家 秀昭 
 
本年度、島根ブロック協議会の郷土愛育成委員会に出向させて頂きました。委員会での活動内

容は主に竹島問題です。これまで（社）日本青年会議所中国地区島根ブロック協議会や各種団

体・自治体が、様々な学術的啓発の運動を行ったにも関わらず、県民の意識も高まっていると

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

1月8日 出雲 委員会 委員会事業について
2月9日 大田 委員会 委員会事業について
2月16日 平田 スタッフ会 委員会事業について
3月4日 松江 委員会 委員会事業について
3月10日 浜田 委員会 委員会事業について
4月12日 平田 委員会 委員会事業について
4月20日 平田 スタッフ会 委員会事業について
5月10日 益田 委員会 委員会事業について
6月2日 出雲 スタッフ会 委員会事業について
6月10日 出雲 委員会 委員会事業について
7月12日 大田 委員会 委員会事業について
8月28日 松江 委員会 委員会事業について
8月31日 松江 事業 事業開催
9月13日 大田 委員会 委員会事業について



は言えず、国民も政府もこの問題に積極的であるとは言えません。委員会活動としては竹島の

日の告知ポスターの掲示及び「わたしの竹島ですが、何か？」と題した動画を You Tube で掲

載し約 19 万件以上の動画再生数を記録し、1000 件弱のコメントを頂くことができました。こ

れにより広く竹島問題を理解及び意識してもらうことができたのではないかと思います。 JC

の大目的でもあります『明るく豊かな社会を築く』為には、こういった身近な問題を１つずつ

勉強、理解し、そして解決していくことが不可欠だと思います。 

また、この 1 年でさまざまな人に出会い思いにふれることで自分自身もすこしではありますが

成長できたのではないかと思います。 

ポスター掲示等、ロムメンバーにはご支援ご協力をいただき感謝を申し上げ出向報告とさせて

いただきます。ありがとうございました。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 

青少年資質向上委員会 委員 奥村 剛清 

 

私が出向した青少年資質向上委員会は、リーダー育成事業として 8 月 23～24 日に国立三瓶青
少年交流の家で“こころに残る研修会”を開催しました。この研修会の目的は、次代を担う県

内の高校生に集団生活を通して、モラルと知力を育むことでした。 

三瓶山で行ったグループワーク登山では、目の前の困難に対して、連帯によって得られる立ち

向かう勇気と、その困難を乗り切ったときに得られる達成感を通して、相互扶助というモラル

の重要性を理解してもらいました。 

落語家、桂三風さんをお招きしての客席参加型落語では、笑いが観察力、想像力、発想力、構

成力といった「知力」の総合的な産物であり、人間関係が希薄になった現在での円滑なコミュ

ニケーションには欠かせないツールであることを、実践を通じて学んでもらいました。 

僅か 2日間の研修ではありましたが、参加した高校生は確実に成長した印象を受けました。 

準備期間が短かったこともあり、予定していた参加者数に達しなかったことは残念でしたが、

その分、参加してもらった高校生にとっては濃い内容の研修会になったのではないでしょうか。 

委員会開催日と私の都合が合わないことが多く、なかなか参加できなかったにもかかわらず、

メールなどを利用して情報を提供していただくなど、お気遣いいただいた岡崎委員長を始めと

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

11月22日 大田市 予定者委員会 委員会活動内容の確認及び自己紹介
1月27日 出雲市 委員会 委員会活動内容の確認及び自己紹介
2月22日 松江市 委員会 委員会活動内容の確認
3月8日 益田市 委員会 委員会活動内容の確認
4月12日 平田市 委員会 委員会活動内容の確認
5月31日 江津市 委員会 委員会活動内容の確認
7月12日 浜田市 委員会 委員会活動内容の確認
9月13日 出雲市 委員会 委員会活動内容の確認
10月25日 江津市 委員会 委員会活動内容の確認



する委員会メンバー各位、また、このような素晴らしい委員会に出向させてくださった木村理

事長を始めとする LOM メンバー各位に心から感謝の意を申し上げ、ご報告とさせていただき
ます。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
社団法人 日本青年会議所 中国地区 島根ブロック協議会 

ＬＯＭ活動支援委員会 委員 安藤 有理 
 

ご指名を受け、当委員会に出向させていただいておりましたが、諸事情により委員会の方にほ

とんど出席することができませんでした。 
当員会に出向されていました委員会メンバー各位、また、ＬＯＭメンバーの皆様にもご迷惑を

おかけしました。 
事業報告にかえて、お詫び申し上げます。 

 
 

６ＪＣ経済文化交流会 委員 中村 誠 
 

２００８年度６ＪＣ経済文化交流会の事業についてご報告申し上げます。 
上半期、事業についての具体的な方向性が定まらないまま、下半期がスタートいたしました。

８月に開催された第２回担当者会議において、安来・出雲・松江の３ＬＯＭ６名の出席者で、

大筋、道州制あるいは宍道湖中海県域における中核都市構想についての事業を検討することと

なりました。しかしながら、その後、会議等開催されず、結果的には、新旧引継会における基

調講演を開催するにとどまりました。松江青年会議所の特別会員でもある、福島邦夫氏より、

山陰観光圏域についての講演をいただき、今後の宍道湖中海県域について最新の情報を交え、

非常に有意義な勉強をさせていただきました。 
本年度６ＪＣ経済文化交流会へ出向させていただき、貴重な経験をさせていただきありがとう

ございました。 
 
 

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

12月14日 出雲 第1回委員会 メイン事業について
2月2日 浜田 第2回委員会 メイン事業について
3月13日 大田 第3回委員会 メイン事業について
4月28日 大社 第4回委員会 メイン事業について
6月25日 江津 第5回委員会 メイン事業について
7月23日 平田 第6回委員会 メイン事業について
8月21日 大田 第7回委員会 メイン事業について
8月23～
24日

大田 メイン事業 島根ブロック協議会リーダー育成事業～心に残る研修会～



 
 
 

 
 

 
６ＪＣ経済文化交流会 委員 鍛冶 美加 

 
２００８年度６ＪＣ経済文化交流会の事業についてご報告申し上げます。 
 よりよいまちづくりを目指し、活気あるまちづくり活動について勉強させていただきました。

一年間ありがとうございました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

3月3日 山常楼(安来) 第１回会議 本年度の活動について
8月6日 安来ＪＣ事務局 第２回会議 事業計画について打ち合わせ

米子コンベンショ
ンセンター

11月26日 新旧米子会議 山陰観光圏についての講演（講師　福島邦夫氏）

日　時 場　　所 会　合　名 内　　　容

3月3日 山常楼(安来) 第１回会議 本年度の活動について
8月6日 安来ＪＣ事務局 第２回会議 事業計画について打ち合わせ

米子コンベンショ
ンセンター

11月26日 新旧米子会議 山陰観光圏についての講演（講師　福島邦夫氏）



 
 
 

【委員会報告】 
※委員会開催詳細については、事務局保管のＪＣメモを参照 
 

青少年育成委員会 
委員長 細田 健太朗 

 
委員会事業・事業内容 
1.「第 27回全国城下町ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ唐津大会」（対内） 
日 時 6月 7日（土）・8日（日）  場 所 唐津市民会館他唐津市内各所 
出席者 メンバー：8名(14.8%) 
 
2.「第 4回松江だんだん少年野球大会」（対外） 
日 時 7月 21日(日)・8月 9日(土)・10日(日)  場 所 鹿島深田公園野球場他 
出席者 メンバー：16名(30.7%)/一般：1,000名 
 
3.「9月度例会「そうだ！窯を造ってピザを焼こう」」（対外） 
日 時 8月 23日(土)・24日(日)・31日(日)・9月 7日(日) 
場 所 松江市宍道ふるさと森林公園 
出席者 メンバー：36名/研修生 1名(67.9%)/一般参加：20名/外部協力者 5名 
 
4.12月度第 2例会「卒業式祝賀会」（対内） 
日 時 12月 14日(日)  場 所 ホテル一畑 ２Ｆ 平安の間 
出席者 メンバー：50名(94.3%)/特別会員：14名/事務局員：1名 

 
まとめ 

 
本年、私共青少年育成委員会は『こころの通い合うまちの創造』に向けて子供達の“思いやり

のこころ”を育む事業として「第 4回松江だんだん少年野球大会」、委員会事業・9月度例会「そ
うだ！窯を造ってピザを焼こう」という２つの少年参加型事業に取り組みました。 
「第 4回松江だんだん少年野球大会」につきましては、市内、東出雲町内から少年野球団体 20
チーム約 400名のご参加を頂き、途中棄権も出ましたが概ね順調に大会スケジュールをこなす
事が出来ました。この大会を通して子供達が切磋琢磨し、また関係者、父兄の皆様の献身的な



運営協力等から支えあい・助け合いのこころを感じることが出来ました。指導者に対しても説

明会の際に当委員会で取りまとめました茨城県常総学院高等学校野球部監督木内幸男氏のイン

タビューを紹介し、今後の指導に向けたヒントを提供致しました。 
また、「そうだ！窯を造ってピザを焼こう」につきましては、市内小学校から 20名の児童が参
加し、4 日間の行程でピザ窯造り、屋根小屋組、ピザ調理・焼き、試食会を行ないました。こ
の事業を通じて子供達が苦労と達成感を共有し、人を尊重する気持ち「思いやりのこころ」を

育みました。最初の 2日間を合宿形式にしたり、班分けをして反省会等を行なったことも効果
を発揮したと思います。保護者の方々には事後ｱﾝｹｰﾄにも御協力頂き、今後のよいデータを得る

ことが出来ました。 
最後に渉外事業の第 27 回全国城下町ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ唐津大会及び対内事業の卒業式祝賀会も含めま
して、皆様の多大なる御協力に感謝申し上げます。 
1年間、本当に有難う御座いました。 

 
出向者支援会議 

リーダー 河上 和宏 
 

出向者支援会議とは、推進会議のひとつです。主な活動内容は松江の LOM から輩出する全出
向者が構成メンバーとなり、出向先と LOM および松江会員会議所会員との情報共有および事
業参加をはじめとする出向者同士の協力や LOM メンバーへ出向先で得たものを還元すること
を目的としております。 
それぞれの出向者が各地で活動し得た知識や情報を主にメーリングリストを使って、敏速な対

応と共有を図りたいと試みましたが、それぞれの出向先の活動状況を各自が発言をしていただ

けない状況になってしまい、メーリングリスト上での委員会を開催することは５ヶ月をもって

一時中止にしました。しかしながらメーリングリスト自体は一年間継続しており、各出向者が

情報発信の意志があれば、報告・連絡・依頼などがいつでも行え、その発言にたいして、出向

者同士が反応できる仕組みとしては整えておりました。年間を通して問題だったのは、出向者

支援委員会の意義が各出向者に伝わりきれていないことでした。松江青年会議所の全体メーリ

ングリストと、出向者支援会議のメーリングリストとの違いが伝わらず、活動が行われていな

い出向者はほとんどコメントがなく、他の出向者の事業に対してコメントするなど自主的な行

動があまりありません。この点においてはメンバーへ指導しきれず出向者支援会議は一年を終

えてしまいました。出向者支援会議が各出向者の各出向先会議で松江開催懇親会への設営サポ

ートを依頼されることもありましたが、出向者支援会議の本来の意味から、もっと出向先から

LOMへの還元の窓口となるべきでした。本当に一年間ありがとうございました。 
 

 
 



まちづくり委員会 
委員長 鍛冶 美加 

 
委員会事業・事業内容 
1.｢4月度例会｣（対内・対外） 
日 時 4月 17日（木）19:00～21:40  場所 松江商工会館 1階 教養文化センター101 
テーマ 松江の橋と景観から見たまちづくり  講師 大屋 誠 氏 
出席者 メンバー：42名(80.7%)OB会員 1名/一般 13名 
 
2.キャンドルナイト（対外） 
日 時 6月 21日（土）18:00～22:00  場所 松江城山 二ノ丸公園 
テーマ キャンドルナイト松江 2008 
内 容 キャンドルナイトまつえ実行委員会への協力 
出席者 雨天中止 
 
3.サマーコンファレンス（対内） 
日 時 7月 18日（金）～20日（日）  場所 パシフィコ横浜（横浜市） 
テーマ ｢気高き日本｣創造へのコミットメント！市民の活力が地域を作る 

ローカルコミュニティーの復活  
内 容 自己研鑽のため各種セミナーに参加及び出向者支援 

出席者 メンバー：13名/研修生 1名(26.4%) 
 
4.｢11月度例会｣ 
日 時 11月 20日（木）19:00～21:20 
場 所 松江市総合文化センター（プラバホール）大会議室 
テーマ 今、市民は大橋川改修をどう考えているのか 

内 容 現状の調査結果の発表をし、市民アンケートの結果分析 

 

まとめ 

 

2008 年 4 月にまちづくり委員会では、「景観という観点から見た橋」と題し工業高等専門学校

の準教授大屋誠先生より、公演を含めた事業を開催した。 

2008 年 6 月には、キャンドルナイト事業に実行委員会さんと共に開催する予定でしたが雨天中

止となり、9月に実行した。 

2008 年 7 月には、サマコンの設営を行う。 

2008 年 11 月には、大橋川改修事業の対外例会を行った。それぞれの観点からの調査発表結果、



アンケート 10000 枚配布し 3821 枚アンケートを回収し、その結果を発表した。 

1 年間を振り返り、青年会議所活動の深さを知り、多くのことを学び得ることができ、貴重な

体験が出来たことに感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

 
文化・まつり委員会 
委員長 田中 康博 

 
委員会事業・活動報告 
1.「2008年度京都会議」（対内） 
 日時  1月 19日（土）20日（日） 場所 国立京都国際会館 
 出演者 メンバー：32名／研修生：2名 
 
2.「5月度例会」（対内） 
 日時  5月 22日（木） 場所 商工会館 101 
 演題 「文化はまちづくり」講師 古藤 晴伸 氏 石原 幸雄 氏 安井 昭雄 氏  

川津 啓義 氏 川島 扶美子 氏 
 内容  4 つのグループでディスカッションを行い『この地域に現在「文化」として引き継

がれているものの現存理由と伝承の必要性』について考えた。 
 出演者 メンバー：40名／研修生：2名 
 
3.「8月度第一例会 松江だんだんまつり」（対内・対外） 
 日時 8月 9日（土）10日（日） 場所 松江市役所前駐車場 
 演題 「湖と緑のフェスティバル 松江だんだん 2008」 
 内容 「松江だんだんまつり」を開催し、多くの市民と共に水郷祭の昼間の「賑わい作り」

を目的とした事業をおこなった。 
 出演者 メンバー：47名／一般：8,000名 
 
4.「９月度委員会事業 怪談行列」（対内・対外） 
 日時  9月 13日（土） 場所 大手前～小泉八雲記念館 松江城山鎮守の森 
 演題 「耳無し芳一の語り部」  講師 高橋 美佳 氏  
 内容  水燈路事業の一環として小泉八雲の怪談にちなんだ幽霊で怪談行列を行なった。 

同時に高橋美佳氏による「語り部」を行い、最後に怪談の森と題して肝試しを 
行なった。 

 出演者 メンバー：28名／研修生：1名／一般：135名 
 



まとめ 
 
文化まつり委員会は２００７年度の観光文化開発委員会と松江だんだん委員会の２つの委員会

を引き継がせていただき、１年間色々な事業に携わらせていただきました。１月の京都会議に

始まり、５月度例会、８月度第一例会の水郷祭（松江だんだん）そして９月度委員会事業をお

こないました。１月の京都会議では小田会頭の所信をお聞きし、本年度の日本青年会議所の方

向性を確認しました。またロムナイトでは浦添青年会議所のメンバーとの合同ロムナイトを企

画運営させていただきました。 

５月度例会では松江の４つの文化をとり上げて、この地域に文化として残っている意義を知る

ことでした。４つのグループに分かれディスカッションを通して各文化について考える事がで

きました。そして現在まで残る文化とは、人々の繋がりや自然地形が残ってきている、と言う

のが松江の文化の特徴でありました。またローカルコミニュティーの復活を求められる今、私

たちの地域に残る文化の意義を改めて考える事ができた貴重な経験になりました。 

８月度第１例会は、文化まつり委員会のメイン事業でもあります水郷祭（松江だんだん）の企

画運営でした。本年も松江商工会青年部との合同で開催し、今年も早い段階から実行委員会を

立ち上げ協議を重ねてまいりました。当日は天候にも恵まれて、本当に多くの市民の皆様に足

を運んでもらいました。本年度【みんな集まれ心が通うこの場所へ】をテーマとして掲げさせ

ていただきました。地元出身のパイロット、サニー横山による宍道湖上空でのアクロバットシ

ョーまた、全て県内の団体で行った太鼓フェスティバル、一般参加型ゲームなどを通して、地

域の自然や環境が身近にあるがゆえに見えなかった地域の良さを感じていただけたと思います。

また、ステージでは人気絶頂の DAIGO 効果もあり水郷祭史上最高人数の１００００人超の人が

訪れ、会場の市役所駐車場に入りきらない程の本当に多くの方々に足を運んでいただき、近年

にない「昼間の賑わい」を作る事が出来ました。当日は設営、運営、警備、クリーン等長時間

の担当例会にもかかわらず多くのメンバーに支えていただき、けが人も出る事もなく無事に終

える事ができました。 

松江水燈路に合わせて行なった９月度委員会事業「怪談行列」は、継続事業として５回目の事

業でした。昨年度までの月照寺での「怪談屋敷」から、本年度は松江城山鎮守の森へ場所を移

し「怪談の森」として行ないました。継続しているものではありながら昨年と場所を変えたこ

ともあり、まして夜の屋外に人を集めて行なう事業という事で天候や集客が不安でしたが、天

候にも恵まれ予定数よりも多くの方にお越し頂き、また、とても良かったというお話も頂く事

が出来ました。連休前の土曜日の事業という大変出席しづらい日程でございましたが、多くの

メンバーにご参加、ご協力を頂きまして感謝しています。 

最後になりましたが、この１年間学ぶべき事が本当に沢山有りました。この機会を与えて頂き、

暖かく見守って頂いた木村理事長、スタッフの皆様、ご指導頂いた竹谷副理事長、池淵理事、

天野副委員長、委員会の皆様、ご支援ご協力頂いたメンバーの皆様に感謝申し上げます。 

１年間本当にありがとうございました。 



指導力開発委員会 
委員長 高橋 直輝 

 

委員会事業・事業内容 
1.「ブロ長公式訪問例会」（対内） 
日 時 3月 19日（水） 18:30~23:00  場 所 松江ニューアーバンホテル別館 
テーマ 「日本の息吹を感じよう！島根の息吹を感じよう！」 
出席者 メンバー：43名/研修生 3名（89%） 
 
2.「7月度例会 担当例会 地域社会の活力と成る青年としてのリーダーシップとは」（対内） 
日 時 7月 23日（水）17:30~23:30  場 所 商工会館 101及びカジャグー 
演 題 地域社会の活力と成る青年としてのリーダーシップとは  講師 池田 佳隆 氏 
内 容 真のリーダーシップとは 
出席者 メンバー：43名/研修生 1名/来訪ＪＣ8名（82.6%） 
 
3.「第 57回全国会員大会浜松大会」（対内） 
日 時 10月 11日（土）～10月 12日（日）  場 所 アクトシティー浜松、他 
出席者 メンバー：24名/研修生 1名（47%） 
 
まとめ 
  
本年の指導力開発委員では、理事長の所信より忘己利他の精神を受け一年を通して、利他の心、

責任感を胸に資質向上をメンバー全員の意識に宿していただくべく、活動をして参りました。

先ず３月のブロ長公式訪問例会では、出向者支援及び県都ＬＯＭとして、おもてなしの精神で

終えることができました。また通年ですと納涼冷夏が行われる７月度担当例会を我々メンバー

自身の資質向上の場として『地域社会の活力となる青年としてのリーダーシップと題して、参

加型のパネルディスカッションを開催させていただきました。講師として、２００６年度（社）

日本青年会議所会頭、池田佳隆先輩をお迎えし、大変に、有意義な講演をいただき、下半期の

ＪＣ活動に於いて、勢いのつく例会とさせていただきました。 
１１月には、第５７回、全国会員大会浜松大会の設営を担当させていただきました。当日は２

２名の参加をいただき、出向者支援、そして４３年生まれの方の卒業式典では、多くのメンバ

ーと共に祝えて、概ねよい設営となりました。多くのメンバーの参加有難う御座いました。本

年１年間は資質向上を掲げながら活動して参りましたが、メンバー全員の協力と個人個人の意

識の高さに支えて頂きながら、本委員会の活動を支えていただきました。今年一年の各事業の

出席率の高さが、全てを物語っていると想います。この場を借りて、メンバー皆様のへの感謝

を述べさせていただき、委員会報告とさせていただきます。ありがとうございました。   



会員大会実行特別委員会 
幹事 梶野 孝彦 

 
委員会事業・事業内容 
1.「第 34回島根ブロック会員大会」（対内・対外） 
日 時 6月 15日（水）9:00~20:30 
場 所 松江テルサ 1Fテルサホール（式典・講演会）ホテル一畑（懇親会） 
演 題 「凡事徹底」～今、求められるリーダーのモラルとは～ 講師 鍵山秀三郎 氏 
内 容 誰にでも出来る簡単な事を自ら時間や体を使って人が喜ぶことを率先してやり通す 
出席者 メンバー：46名/研修生 1名(88.6%)/OB会員 26名 

来訪 JC167名/来賓 19名/一般 87名 
 
まとめ 
 
６月１４日島根ゴルフ倶楽部におきましてブロック会員大会記念ゴルフコンペ、同日夕方より

松江ニューアーバン別館２階湖都の間におきまして前夜祭、そして６月１５日松江テルサ１階

テルサホールにおきまして第３４回ブロック会員大会を開催し、同日ホテル一畑２階平安の間

におきまして懇親会を開催いたしました。 

大会スローガンである私が変わる、島根を変える。～地域のたのもしいＪＣとなれ～を合言葉

に、その大会バナーを手にしＰＲキャラバン隊として県内全ロムを松江ＪＣメンバー全員で手

分けをしてＰＲに回りました。特に木村理事長におかれましては全ロムＰＲキャラバン隊の隊

長としてご出席を賜りました。本当にありがとうございました。そしてメンバーの皆様におか

れましてはＰＲキャラバン隊から始まり、前夜祭、会員大会の当日までメンバー一丸となって

フル稼働していただきました。深く感謝申し上げます。 

委員会の動きとしましては何事にも一丸となって行動したことは本当に良かったと思っており

ます。来賓への出席のお願いや寄稿文の依頼。大会会場や懇親会場との打ち合わせや折衝など

全員で行動しました。そのことは後になって感じたことですが、確認するときは、知恵と目は

たくさんあったほうが良い。ということに身をもって感じました。 

今年１年間会員大会実行特別委員会の幹事を仰せつかりその職務に就いて感じたことは「感謝」

です。つきなみな言葉ではありますが、本当にそう感じました。最後に金見副理事長、岩本理

事、門脇、田代両副幹事、本当にありがとうございました。 

 

 
 
 
 



会員拡大推進会議 
議長 廣谷 学 

 
委員会事業・事業内容 
1.「1月度例会（新年賀会例会）」（対内） 
日 時 1月 8日（火） 19:00~21:38  場 所 松江ニューアーバンホテル別館 
テーマ 「心を一つに」新年度スタート！ 
出席者 メンバー：41名/研修生 3名（84.0%） 
 
2.「10月度例会 ＪＣデー」（対内） 
日 時 10月 1日（水） 18:30~21:03  場 所 ホテル一畑 平安の間 
テーマ 第５２回ＪＣデー 
出席者 メンバー：44名/研修生 1名(83.3%)/OB会員 18名/一般 1名 
 
まとめ 
 
今年１年間、会員拡大という重大な大役を受け、現実的には大変申し訳ない結果に終わり２０

０９年度へバトンを渡すこととなりました。私自身何回か現場におじゃましお話したのですが、

「会社が不景気だから」とか「入会しても私なんか意味がない」なんて言われました。とても

寂しかったです。私の説明不足のところもあったかもしれません。私は今年で卒業いたします

がＪＣのすばらしさを伝えていってほしいです。私もそうですが「ＪＣに入会してよかった」

と自信をもって言えるように今後努力してほしいです。過去最少人数でのスタートですが、陰

ながら応援しております。一年間本当に有難うございました。 
 

 

総務・広報委員会 
委員長 本庄雅樹 

委員会事業・事業内容 

1.「城山稲荷神社参拝」(対内) 

日 時 1月 8 日(火) 15:30～16:00  場 所 城山稲荷神社 

出席者 メンバー:18 名／研修生 2名(39%) 

 

2.「2 月度例会第 142 回定時総会」(対内) 

日 時 2月 21 日(木) 19:00～23:30  場 所 商工会館 101 及びﾒｲﾋﾞｰ 

出席者 メンバー:39 名/研修生 2名/OB 会員 8名(79%) 

 



3.「(社)浜田青年会議所創立 40 周年記念式典」(対内) 

日 時 6月 22 日(日)  場 所 石央文化ﾎｰﾙほか 

出席者 メンバー：13 名/研修生 1名(27%) 

 

4.「(社)米子青年会議所創立 50 周年記念式典」(対内) 

日 時 7月 6 日(日)  場 所 米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰほか 

出席者 メンバー：19 名/研修生 1名(38%) 

 

5.｢8 月度第 2例会第 143 回定時総会｣（対内） 

日 時 8月 21 日(木)  場 所 商工会館 101 及びﾒｲﾋﾞｰ 

出席者 メンバー：45 名/OB会員 7名(87%) 

 

6.｢12 月度第 1例会第 144 回定時総会｣（対内） 

日 時 12月 11 日(木)  場 所 商工会館 101及びﾒｲﾋﾞｰ 

出席者 メンバー：41 名/OB会員 5名(79%) 

 

7.｢12 月度第 2例会卒業式(酉の会と合同)・渡鍵式｣(対内) 

日 時 12月 14 日(日)  場 所 ホテル一畑 

出席者 メンバー：48 名/OB会員 18 名/事務局員 1名(89%) 

 

まとめ 

 

本年度は総務・広報委員会としては２月８月１２月の３回の総会、他ＬＯＭ周年事業２回、卒

業式・渡鍵式を担当させていただきました。「当たり前の事を当たり前に」をモットーに１年間

活動させていただきましたが、中々思い通りにはならない事もあり総務・広報としての難しさ

を痛感させられました。しかしながら、今年１年間総務・広報委員会の委員長をした事により

1年間全体的なＪＣの流れを掴むことが出来たと思います。 

最後になりますが、委員会メンバーをはじめ多くのメンバーに支えられ１年間委員長としての

職務を全うすることができました。皆様に感謝申し上げます。 

 

 
 
 
 
 
 



２００８年度 卒業生 
 
井上幸介   尾﨑俊也   物部伸吾   福島克治   濱口和久 
野津 稔   廣谷 学   神田裕幸   高橋松雅 
 
２００８年度 新入会員 
 
＜第一次＞ 
紅花昌秀   田中俊夫   藤岡真弥 
 
＜第二次＞ 
米澤行雄 
 
＜第三次＞ 
権田友和 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

所属 会員名 出席率 所属 会員名 出席率 所属 会員名 出席率

理事長木村　純子 221% 中井　健之 50% 久末　智美 129%

直前理事長太田　敦久 443% 津川　幸治 57% 木村　和弘 64%

河上　和宏 186% 内田　浩平 193% 安藤　有理 50%

松崎　貴行 107% 鍛冶　美加 100% 梶野　孝彦 257%

竹谷　眞治 143% 小灘　好樹 107% 門脇　厚典 136%

井原　健一 136% 野津　稔 100% 田代　緯 243%

金見　誠司 121% 高橋　松雅 93% 会員拡大
推進会議

廣谷　学 79%

専務理事坪倉　大吾 179% 奥村　剛清 160% 本庄　雅樹 121%

岩本　雅之 93% 濱口　和久 50% 秋鹿　修 114%

池淵　正浩 143% 西村　圭介 314% 永田　ルミ 57%

小西　伸明 114% 田中　康博 121% 久家　秀昭 143%

中村　誠 150% 天野　正道 129% 山岡　達也 179%

飛田　武志 100% 物部　伸吾 236% 寺本　聖也 250%

平塚　洋介 129% 福島　克治 186% 紅花　昌秀 127%

細田　健太朗 121% 楠　信也 50% 藤岡　真弥 82%

足立　和昭 121% 高橋　直輝 121% 田中　俊夫 109%

井上　幸介 50% 安達　亨 150%
第2次
研修生 米澤　行雄 71%

尾﨑　俊也 921% 神田　裕幸 243%
第3次
研修生 権田　友和 100%
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２００８年度 皆勤会員 
 
１４年連続皆勤 太田敦久 
 
１２年連続皆勤 木村純子 
 
１１年連続皆勤 野津 稔 松崎貴行 
 
１０年連続皆勤 河上和宏 
 
９年連続皆勤  尾﨑俊也 
 
８年連続皆勤  福島克治 池淵正浩 
 
７年連続皆勤  竹谷眞治  
 
６年連続皆勤  山岡達也  
 
５年連続皆勤  神田裕幸 梶野孝彦 
 
４年連続皆勤  坪倉大吾 平塚洋介 
 
３年連続皆勤  高橋直輝 井原健一 小西伸明 金見誠司 

 田中康博 細田健太朗 本庄雅樹 
 
１年皆勤    物部伸吾 久家秀昭 奥村剛清 安達 亨 中村 誠 鍛冶美加 

門脇厚典 久末智美 田代 緯 飛田武志 小灘好樹 天野正道 
足立和昭 秋鹿 修 西村圭介 内田浩平 寺本聖也 

 
 
 
 
 
 
 



当年度

0

現金預金 5,879,838

未収金 0

会員立替金 0

仮払金 344,700

6,224,538

災害積立資産 0

周年事業積立資産 0

0

什器備品 522,724

敷金 566,610

1,089,334

1,089,334
7,313,872

Ⅱ.負債の部

未払金 1,575,803

預り金 0

1,575,803

借入金 0

0
1,575,803

寄付金 0

566,610

（うち基本財産への充当額） (0)

（うち特定資産への充当額） (0)

5,171,459

（うち基本財産への充当額） (0)

（うち特定資産への充当額） (0)

5,738,069
7,313,872

　　その他固定資産合計

　　固定資産合計
　資産合計

Ⅰ.資産の部

　1.流動資産

　　流動資産合計

　2.固定資産

　（1）特定資産

　　特定資産合計

２００８年度一般会計貸借対照表

（単位：円）

科目

　（2）その他固定資産

２００８年１２月３１日現在

　1.流動負債

　　流動負債合計

　　負債合計

Ⅲ.正味財産の部

　2.固定負債

　　固定負債合計

　　負債及び正味財産合計

　1.指定正味財産

　指定正味財産合計

　2.一般正味財産

　　正味財産合計



当年度

特定資産運用益 (0)

　　特定資産受取利息 0

受取入会金 (150,000)

　　受取入会金 150,000

受取会費 (8,847,000)

　　受取正会員会費 8,073,000

　　受取研修費 234,000

　　 　　受取特別会費 540,000

事業収益 (110,000)

　　登録料収益 30,000

　　販売収益 0

　　家賃・会議室収益 0

　　懇親会収益 0

　　広告料収益 0

　　雑収益 80,000

受取補助金等 (264,000)

　　受取地方公共団体補助金 200,000

　　受取民間補助金 0

　　受取地方公共団体助成金 64,000

　　受取民間助成金 0

受取寄付金 (0)

　　受取寄付金 0

　　募金収益 0

雑収益 (113,792)

　　受取利息 11,984

　　雑収益 101,808

他会計からの繰入金 (0)

　　周年記念事業特別会計からの繰入額 0

　　特別事業遂行特別会計からの繰入額 0

預り金収入 (6,854,005)

16,338,797

事業費 (1,740,051)

　青少年育成委員会 660,800

　出向者支援会議 0

　まちづくり委員会 176,004

　文化・まつり委員会 242,939

　指導力開発委員会 169,350

　会員大会実行特別委員会 150,200

　会員拡大推進会議 51,150

　総務・広報委員会 289,608

管理費 (5,262,064)

　給与手当 1,792,767

　会議費 163,450

　旅費交通費 0

　通信・発送費 312,939

　消耗品費 51,150

　地代家賃 1,610,000

　リース料 59,010

　修繕費 0

　印刷製本費 681,845

　光熱費 114,434

　記録費 10,000

　業務委託費 52,000

　ｲﾝﾌｫﾒ-ｼｮﾝ関係費 83,736

　保険料 13,600

　租税公課 0

　渉外費 165,899

　雑費 151,234

支払負担金 (1,129,065)

他会計への繰入金 (1,500,000)

　周年記念事業特別会計への繰入金 1500000

　特別事業遂行特別会計への繰入金 0

預り金支出 (6,854,005)

16,485,185

　当期経常増減額 ▲ 146,388

　　経常費用計

　（2）経常費用

Ⅰ.一般正味財産増減の部

　1.経常増減の部

２００８年度一般会計正味財産増減計算書

（単位：円）

科目

　経常収益計

　（1）経常収益

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで



固定資産売却益 (0)

　什器備品売却益 0

固定資産受贈益 (180,000)

　什器備品受贈益 180,000

180,000

固定資産売却損 (0)

　什器備品売却損 0

過年度減価償却費 (279,046)

　過年度減価償却費 279,046

279,046

当期経常外増減額 ▲ 99,046

当期一般正味財産増減額 ▲ 245,434

一般正味財産期首残高 5,416,893

一般正味財産期末残高 5,171,459

受取寄付金 (0)

一般正味財産への振替額 (0)

　　当期指定正味財産増減額 0

　　指定正味財産期首残高 566,610

　　指定正味財産期末残高 566,610
5,738,069

Ⅱ.指定正味財産増減の部

Ⅲ.正味財産期末残高

　（2）経常外費用

　　経常外費用計

　2.経常外増減の部

　（1）経常外収益

　　経常外収益計



予算 決算 差異 備考

① 特定資産運用収入

　　特定資産利息収入 0 0 0

計 0 0 0

② 入会金収入

　　入会金収入 120,000 150,000 ▲ 30,000 5名×30,000

計 120,000 150,000 ▲ 30,000

③ 会費収入

　　正会員会費収入 8,073,000 8,073,000 0 会費明細参照

　　研修費収入 234,000 234,000 0 6名×39,000

　　 　　特別会員会費収入 540,000 540,000 0 18名×30,000

　　賛助会員会費収入 0 0 0

計 8,847,000 8,847,000 0

④ 事業収入

　　登録料収入 30,000 30,000 0

　　販売収入 0 0 0

　　家賃・会議室収入 0 0 0

　　懇親会収入 0 0 0

　　広告料収入 0 0 0

　　雑収入 80,000 80,000 0

計 110,000 110,000 0

⑤ 補助金等収入

　　地方公共団体補助金収入 200,000 200,000 0 青少年育成(委）県・少子化対策

　　民間補助金収入 0 0 0

　　地方公共団体助成金収入 64,000 64,000 0 文化まつり(委)松江ﾗｲﾄｱｯﾌﾟｷｬﾗﾊﾞﾝ

　　民間助成金収入 0 0 0

計 264,000 264,000 0

⑥ 寄付金収入

　　寄付金収入 0 0 0

　　募金収入 0 0 0

計 0 0 0

⑦ 雑収入

　　受取利息 11,984 11,984 0

　　その他雑収入 94,808 101,808 ▲ 7,000

計 106,792 113,792 ▲ 7,000

⑧ 他会計からの繰入金収入

　　周年記念事業特別会計からの繰入金収入 0 0 0

　　特別事業遂行特別会計からの繰入金収入 0 0 0

計 0 0 0

⑨ 預り金収入

　　預り金収入 7,029,005 6,854,005 175,000

計 7,029,005 6,854,005 175,000

16,476,797 16,338,797 138,000

① 事業費支出

　青少年育成委員会 660,800 660,800 0

　出向者支援会議 0 0 0

　まちづくり委員会 191,790 176,004 15,786

　文化・まつり委員会 242,939 242,939 0

　指導力開発委員会 169,350 169,350 0

　会員大会実行特別委員会 150,200 150,200 0

　会員拡大推進会議 51,150 51,150 0

　総務・広報委員会 280,030 289,608 ▲ 9,578

小計 1,746,259 1,740,051 6,208

　事業費予備費支出 5,573,481 - 5,573,481

計 7,319,740 1,740,051 5,579,689

② 管理費支出

　給与手当支出 1,832,000 1,792,767 39,233 法定福利費192,467共済会12,000含む

　会議費支出 200,000 163,450 36,550

　旅費交通費支出 0 0 0

　通信・発送費支出 330,000 312,939 17,061

　消耗品費支出 60,000 51,150 8,850

　地代家賃支出 1,610,000 1,610,000 0

　リース料支出 59,010 59,010 0

　修繕費支出 0 0 0

　印刷製本費支出 770,000 681,845 88,155

　光熱費支出 120,000 114,434 5,566

　記録費支出 10,000 10,000 0

　業務委託費支出 52,000 52,000 0 理事変更登記他

　ｲﾝﾌｫﾒ-ｼｮﾝ関係費支出 100,000 83,736 16,264

　保険料支出 13,600 13,600 0

　租税公課支出 0 0 0

　渉外費支出 (190,000) (165,899) (24,101)

　　　記念品代支出 65,000 55,720 9,280

　　　慶弔費等支出 60,000 53,000 7,000

　　　ＪＣ渉外費支出 65,000 57,179 7,821

　雑支出 197,500 151,234 46,266

計 5,544,110 5,262,064 282,046

③ 負担金支出

　日本JC会費負担基本額 45,000 45,000 0 50名以上

　日本JC会費付加金 262,500 262,500 0 52名×@5,000+1名×2,500

　JCI会費 73,140 73,140 0 53名×@1,380

　国際協力金 96,725 96,725 0 53名×@1,825

　出向者負担金 100,000 100,000 0 5名×@20,000

　WE　BELIEVE等購読料 154,000 154,000 0 49名×@3,000+3名×@2,000+1名×@1,000

　地区協議会負担金 26,000 26,000 0 52名×@500

　ﾌﾞﾛｯｸ協議会負担金 342,000 342,000 0 52名×@(3,000+3,000)+30,000

　その他負担金 29,700 29,700 0 京都会議+全城+その他負担金

計 1,129,065 1,129,065 0

④ 他会計への繰入金支出

　周年記念事業特別会計への繰入金支出 0 1,500,000 ▲ 1,500,000

　特別事業遂行特別会計への繰入金支出 0 0 0

計 0 1,500,000 ▲ 1,500,000

⑤ 預り金支出

　　預り金支出 7,029,005 6,854,005 175,000

計 7,029,005 6,854,005 175,000

21,021,920 16,485,185 4,536,735

事業活動収支差額 ▲ 4,545,123 ▲ 146,388 ▲ 4,398,735

２００８年度一般会計収支計算書

（単位：円）

科目

　事業活動収入計　　　　

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで

　2.事業活動支出

Ⅰ.事業活動収支の部

　1.事業活動収入

　事業活動支出計　　　　



① 特定資産取崩収入

　災害積立資産取崩収入 0 0 0

　事業積立資産取崩収入 0 0 0

② 固定資産売却収入

什器備品売却収入 0 0 0

③ 固定資産取崩収入

　減価償却積立資産取崩収入 0 0 0

④ 敷金・保証金戻り収入

　敷金戻り収入 0 0 0

0 0 0

① 特定資産取得支出

　災害積立資産取得支出 0 0 0

　事業積立資産取得支出 0 0 0

② 固定資産取得支出

　什器備品取得支出 0 0 0

③ 固定資産取得支出

　減価償却積立資産取得支出 0 0 0

④ 敷金・保証金支出

　敷金支出 0 0 0

0 0 0

0 0 0

① 借入金収入 0 0 0

0 0 0

① 借入金返済支出 0 0 0

0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

250,000 - 250,000

▲ 4,795,123 ▲ 146,388 ▲ 4,648,735

4,795,123 4,795,123 0

0 4,648,735 ▲ 4,648,735

　財務活動支出計

Ⅳ.予備費支出

Ⅱ.投資活動収支の部

　1.投資活動収入

Ⅲ.財務活動収支の部

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

　投資活動収入計　　　　

　2.投資活動支出

　投資活動支出計

　　　　投資活動収支差額

　1.財務活動収入

　財務活動収入計　　　　

　2.財務活動支出



会　費　明　細
２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで

（単位：円）　　

款 補正予算 決　算

年会費 8,073,000 8,073,000 正 会 員 49 名 × 13,000 円 × 12 ヶ月 ＝ 7,644,000

１次研修生 3 名 × 13,000 円 × 9 ヶ月 ＝ 351,000

２次研修生 1 名 × 13,000 円 × 5 ヶ月 ＝ 65,000

３次研修生 1 名 × 13,000 円 × 1 ヶ月 ＝ 13,000

摘　要

当年度

0

現金預金 0

未収金 1,500,000

会員立替金 0

仮払金 0

1,500,000

災害積立資産 0

周年事業積立資産 5,346,287

5,346,287

什器備品 0

敷金 0

0

5,346,287
6,846,287

Ⅱ.負債の部

未払金 0

預り金 0

0

借入金

0
0

寄付金 0

0

（うち基本財産への充当額） (0)

（うち特定資産への充当額） (0)

6,846,287

（うち基本財産への充当額） (0)

（うち特定資産への充当額） (5,346,287)

6,846,287
6,846,287

　2.固定資産

　（1）特定資産

Ⅰ.資産の部

　1.流動資産

２００８年度周年記念事業特別会計貸借対照表

（単位：円）

科目

　　流動資産合計

２００８年１２月３１日現在

　　固定資産合計

　（2）その他固定資産

　　その他固定資産合計

　　特定資産合計

　資産合計

　1.流動負債

　　流動負債合計

　　負債合計

　2.固定負債

　　固定負債合計

　　正味財産合計
　　負債及び正味財産合計

Ⅲ.正味財産の部

　1.指定正味財産

　指定正味財産合計

　2.一般正味財産



当年度

特定資産運用益 (12,086)

　　特定資産受取利息 12,086

受取入会金 (0)

受取会費 (0)

事業収益 (0)

受取補助金等 (0)

受取寄付金 (0)

雑収益 (0)

他会計からの繰入金 (1,500,000)

　　一般会計からの繰入額 1,500,000

預り金収入 (0)

1,512,086

事業費 (0)

管理費 (0)

支払負担金 (0)

他会計への繰入金 (0)

預り金支出 (0)

0

　当期経常増減額 1,512,086

固定資産売却益 (0)

固定資産受贈益 (0)

(0)

固定資産売却損 (0)

過年度減価償却費 (0)

0

当期経常外増減額 0

当期一般正味財産増減額 1,512,086

一般正味財産期首残高 5,334,201

一般正味財産期末残高 6,846,287

受取寄付金 (0)

一般正味財産への振替額 (0)

　　当期指定正味財産増減額 0

　　指定正味財産期首残高 0

　　指定正味財産期末残高 0
6,846,287

　（1）経常収益

　2.経常外増減の部

　　経常外収益計

　（2）経常外費用

Ⅰ.一般正味財産増減の部

　1.経常増減の部

２００８年度周年記念特別会計正味財産増減計算書

（単位：円）

科目

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで

　　経常外費用計

Ⅱ.指定正味財産増減の部

Ⅲ.正味財産期末残高

　経常収益計

　（2）経常費用

　　経常費用計

　（1）経常外収益



予算 決算 差異 備考

① 特定資産運用収入

　　特定資産利息収入 12,065 12,086 ▲ 21

計 12,065 12,086 ▲ 21

② 入会金収入

計 0 0 0

③ 会費収入

計 0 0 0

④ 事業収入

計 0 0 0

⑤ 補助金等収入

計 0 0 0

⑥ 寄付金収入

計 0 0 0

⑦ 雑収入

計 0 0 0

⑧ 他会計からの繰入金収入

　　一般会計からの繰入金収入 0 1,500,000 ▲ 1,500,000

　　特別事業遂行特別会計からの繰入金収入 0 0 0

計 0 1,500,000 ▲ 1,500,000

⑨ 預り金収入

　　預り金収入 0 0 0

計 0 0 0

12,065 1,512,086 ▲ 1,500,021

① 事業費支出

計 0 0 0

② 管理費支出

計 0 0 0

③ 負担金支出

計 0 0 0

④ 他会計への繰入金支出

計 0 0 0

⑤ 預り金支出

計 0 0 0

0 0 0

事業活動収支差額 12,065 1,512,086 ▲ 1,500,021

0 0 0

① 特定資産取得支出

　災害積立資産取得支出 0 0 0

　事業積立資産取得支出 3,012,065 3,012,086 ▲ 21

② 固定資産取得支出

　什器備品取得支出 0 0 0

③ 固定資産取得支出

　減価償却積立資産取得支出 0 0 0

④ 敷金・保証金支出

　敷金支出 0 0 0

3,012,065 3,012,086 ▲ 21

▲ 3,012,065 ▲ 3,012,086 21

① 借入金収入 0 0 0

0 0 0

① 借入金返済支出 0 0 0

0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

0 - 0

▲ 3,000,000 ▲ 1,500,000 ▲ 1,500,000

3,000,000 3,000,000 0

0 1,500,000 ▲ 1,500,000

　　　　　当期収支差額

　　　　　前期繰越収支差額

　　　　　次期繰越収支差額

　投資活動収入計　　　　

　2.投資活動支出

　投資活動支出計

　　　　投資活動収支差額

　1.財務活動収入

　財務活動収入計　　　　

　2.財務活動支出

　財務活動支出計

Ⅳ.予備費支出

　2.事業活動支出

Ⅰ.事業活動収支の部

　1.事業活動収入

Ⅱ.投資活動収支の部

　1.投資活動収入

　事業活動支出計　　　　

Ⅲ.財務活動収支の部

２００８年度周年記念事業特別会計収支計算書

（単位：円）

科目

　事業活動収入計　　　　

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで



当年度

0

現金預金 729,335

未収金 0

会員立替金 0

仮払金 0

729,335

災害積立資産 0

周年事業積立資産 0

0

什器備品 0

敷金 0

0

0
729,335

Ⅱ.負債の部

未払金 0

預り金 0

0

借入金 0

0
0

寄付金 0

0

（うち基本財産への充当額） (0)

（うち特定資産への充当額） (0)

729,335

（うち基本財産への充当額） (0)

（うち特定資産への充当額） (0)

729,335
729,335

２００８年度特別事業遂行特別会計貸借対照表

（単位：円）

科目

　2.固定資産

Ⅰ.資産の部

　1.流動資産

　　流動資産合計

２００８年１２月３１日現在

　　その他固定資産合計

　　固定資産合計
　資産合計

　（1）特定資産

　（2）その他固定資産

　　特定資産合計

　2.固定負債

　　固定負債合計

　指定正味財産合計

　1.流動負債

　　流動負債合計

　　負債合計

Ⅲ.正味財産の部

　2.一般正味財産

　　正味財産合計
　　負債及び正味財産合計

　1.指定正味財産



当年度

特定資産運用益 (0)

受取入会金 (0)

受取会費 (0)

事業収益 (0)

受取補助金等 (0)

受取寄付金 (0)

雑収益 (994)

　　受取利息 994

他会計からの繰入金 (0)

預り金収入 (0)

994

事業費 (0)

管理費 (0)

支払負担金 (0)

他会計への繰入金 (0)

預り金支出 (0)

0

　当期経常増減額 994

固定資産売却益 (0)

固定資産受贈益 (0)

0

固定資産売却損 (0)

過年度減価償却費 (0)

0

当期経常外増減額 0

当期一般正味財産増減額 994

一般正味財産期首残高 728,341

一般正味財産期末残高 729,335

受取寄付金 (0)

一般正味財産への振替額 (0)

　　当期指定正味財産増減額 0

　　指定正味財産期首残高 0

　　指定正味財産期末残高 0
729,335

　（1）経常収益

　　経常費用計

　　経常外収益計

　（2）経常外費用

Ⅰ.一般正味財産増減の部

　1.経常増減の部

２００８年度特別事業遂行特別会計正味財産増減計算書

（単位：円）

科目

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで

　　経常外費用計

Ⅱ.指定正味財産増減の部

Ⅲ.正味財産期末残高

　経常収益計

　（2）経常費用

　2.経常外増減の部

　（1）経常外収益



予算 決算 差異 備考

① 特定資産運用収入

計 0 0 0

② 入会金収入

計 0 0 0

③ 会費収入

計 0 0 0

④ 事業収入

計 0 0 0

⑤ 補助金等収入

計 0 0 0

⑥ 寄付金収入

計 0 0 0

⑦ 雑収入

　　受取利息 994 994 0

　　その他雑収入 0 0 0

計 994 994 0

⑧ 他会計からの繰入金収入

計 0 0 0

⑨ 預り金収入

計 0 0 0

994 994 0

① 事業費支出

計 0 0 0

② 管理費支出

計 0 0 0

③ 負担金支出

計 0 0 0

④ 他会計への繰入金支出

計 0 0 0

⑤ 預り金支出

計 0 0 0

0 0 0

事業活動収支差額 994 994 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0

0 - 0

994 994 0

728,341 728,341 0

729,335 729,335 0

２００８年度特別事業遂行特別会計収支計算書

（単位：円）

科目

　事業活動収入計　　　　

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで

　財務活動支出計

Ⅳ.予備費支出

　2.事業活動支出

Ⅰ.事業活動収支の部

　1.事業活動収入

Ⅱ.投資活動収支の部

　1.投資活動収入

　事業活動支出計　　　　

Ⅲ.財務活動収支の部

　　　　　当期収支差額

　　　　　前期繰越収支差額

　　　　　次期繰越収支差額

　投資活動収入計　　　　

　2.投資活動支出

　投資活動支出計

　　　　投資活動収支差額

　1.財務活動収入

　財務活動収入計　　　　

　2.財務活動支出



一般会計 周年記念特別会計 特別事業遂行特別会計 内部取引消去 合計

現金預金 5,879,838 0 729,335 6,609,173

未収金 0 1,500,000 0 1,500,000

会員立替金 0 0 0 0

仮払金 344,700 0 0 344,700

6,224,538 1,500,000 729,335 0 8,453,873

0

0

周年事業積立資産 0 5,346,287 0 5,346,287

0 5,346,287 0 0 5,346,287

0

什器備品 522,724 0 0 522,724

敷金 566,610 0 0 566,610

1,089,334 0 0 0 1,089,334

1,089,334 5,346,287 0 0 6,435,621
7,313,872 6,846,287 729,335 0 14,889,494

Ⅱ.負債の部 0

0

未払金 1,575,803 0 0 1,575,803

預り金 0 0 0 0

1,575,803 0 0 0 1,575,803
1,575,803 0 0 0 1,575,803

0

0

寄付金 0 0 0 0

566,610 0 0 566,610

（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) (0)

（うち特定資産への充当額） (0) (0) (0) (0)

5,171,459 6,846,287 729,335 12,747,081

（うち基本財産への充当額） (0) (0) (0) (0)

（うち特定資産への充当額） (0) (5,346,287) (0) (5,346,287)

5,738,069 6,846,287 729,335 13,313,691
7,313,872 6,846,287 729,335 14,889,494

　　その他固定資産合計

　　固定資産合計
　資産合計

Ⅰ.資産の部

　1.流動資産

　　流動資産合計

　2.固定資産

２００８年度貸借対照表総括表

（単位：円）
科目

　（2）その他固定資産

　（1）特定資産

２００８年１２月３１日現在

　　特定資産合計

　1.流動負債

　　流動負債合計
　　負債合計

Ⅲ.正味財産の部

　　負債及び正味財産合計

　1.指定正味財産

　指定正味財産合計

　2.一般正味財産

　　正味財産合計



一般会計 周年記念特別会計 特別事業遂行特別会計 内部取引消去 合計

特定資産運用益 0 12,086 0 12,086

受取入会金 150,000 0 0 150,000

受取会費 8,847,000 0 0 8,847,000

事業収益 110,000 0 0 110,000

受取補助金等 264,000 0 0 264,000

雑収益 113,792 0 994 114,786

他会計からの繰入金 0 1,500,000 0 ▲ 1,500,000 0

預り金収入 6,854,005 0 0 6,854,005

16,338,797 1,512,086 994 ▲ 1,500,000 16,351,877

0

事業費 1,740,051 0 0 1,740,051

管理費 5,262,064 0 0 5,262,064

支払負担金 1,129,065 0 0 1,129,065

他会計への繰入金 1,500,000 0 0 ▲ 1,500,000 0

預り金支出 6,854,005 0 0

16,485,185 0 0 ▲ 1,500,000 14,985,185

　当期経常増減額 ▲ 146,388 1,512,086 994 0 1,366,692

0

0

固定資産売却益 0 0 0 0

固定資産受贈益 180,000 0 0 180,000

180,000 0 0 180,000

0

固定資産売却損 0 0 0 0

過年度減価償却費 279,046 0 0 279,046

279,046 0 0 279,046

当期経常外増減額 ▲ 99,046 0 0 ▲ 99,046

当期一般正味財産増減額 ▲ 245,434 1,512,086 994 1,267,646

一般正味財産期首残高 5,416,893 5,334,201 728,341 11,479,435

一般正味財産期末残高 5,171,459 6,846,287 729,335 12,747,081

0

0

固定資産受贈益 0 0 0 0

指定正味財産増加額 0 0 0 0

0

受取寄付金 0 0 0 0

一般正味財産への振替額 0 0 0 0

　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0

　　指定正味財産期首残高 566,610 0 0 566,610

　　指定正味財産期末残高 566,610 0 0 566,610
5,738,069 6,846,287 729,335 0 13,313,691

Ⅱ.指定正味財産増減の部

Ⅲ.正味財産期末残高

　（2）経常外費用

　　経常外費用計

　（1）指定正味財産増加

　（2）指定正味財産減少

　2.経常外増減の部

　（1）経常外収益

　　経常費用計

　　経常外収益計

　（2）経常費用

Ⅰ.一般正味財産増減の部

　1.経常増減の部

２００８年度正味財産増減計算書総括表

（単位：円）
科目

　経常収益計

　（1）経常収益

２００８年１月１日から２００８年１２月１日まで



一般会計 周年記念特別会計 特別事業遂行特別会計 合計

現金預金

　現金 39,640 39,640

　当座預金　山陰合同銀行本店

　　　　口座番号1026539 70,148 70,148

　普通預金　山陰合同銀行本店

　　　　口座番号2179370 3,759,669 3,759,669

　普通預金　島根銀行本店

　　　　口座番号0094811 2,010,381 2,010,381

　普通預金　山陰合同銀行本店　

　　　　口座番号3623004 0 729,335 729,335

未収金 0 1,500,000 1,500,000

仮払金 344,700 344,700

6,224,538 1,500,000 729,335 8,453,873

周年事業積立資産

　普通預金　島根銀行本店

　　口座番号0613467 5,346,287 5,346,287

什器備品 522,724 0 522,724

敷金 566,610 0 566,610

1,089,334 0 1,089,334

1,089,334 5,346,287 6,435,621

7,313,872 6,846,287 729,335 14,889,494

Ⅱ.負債の部

未払金 1,575,803 0 1,575,803

預り金 0 0 0

1,575,803 0 1,575,803

1,575,803 0 1,575,803
5,738,069 6,846,287 729,335 13,313,691　　正味財産

　1.流動負債

　　流動負債合計

　負債合計

２００８年度財産目録総括表

（単位：円）
科目

　（2）その他固定資産

　（1）特定資産

２００８年１２月３１日現在

　　その他固定資産合計

　　固定資産合計

　資産合計

Ⅰ.資産の部

　1.流動資産

　　流動資産合計

　2.固定資産



一般会計 周年記念事業特別会計 特別事業遂行特別会計 内部取引消去 合計

① 特定資産運用収入 0 12,086 0 12,086

② 入会金収入 150,000 0 0 150,000

③ 会費収入 8,847,000 0 0 8,847,000

④ 事業収入 110,000 0 0 110,000

⑤ 補助金等収入 264,000 0 0 264,000

⑥ 寄付金収入 0 0 0 0

⑦ 雑収入 113,792 0 994 114,786

⑧ 他会計からの繰入金収入 0 1,500,000 0 ▲ 1,500,000 0

⑨ 預り金収入 6,854,005 0 0 6,854,005

16,338,797 1,512,086 994 ▲ 1,500,000 16,351,877

① 事業費支出 1,740,051 0 0 1,740,051

② 管理費支出 5,262,064 0 0 5,262,064

③ 負担金支出 1,129,065 0 0 1,129,065

④ 他会計への繰入金支出 1,500,000 0 0 ▲ 1,500,000 0

⑤ 預り金支出 6,854,005 0 0 6,854,005

16,485,185 0 0 ▲ 1,500,000 14,985,185

事業活動収支差額 ▲ 146,388 1,512,086 994 0 1,366,692

0

0

① 特定資産取崩収入 0 0 0 0

② 固定資産売却収入 0 0 0 0

③ 固定資産取崩収入 0 0 0 0

④ 敷金・保証金戻り収入 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0

① 特定資産取得支出 0 3,012,086 0 3,012,086

② 固定資産取得支出 0 0 0 0

③ 敷金・保証金支出 0 0 0 0

0 3,012,086 0 0 3,012,086

0 ▲ 3,012,086 0 0 ▲ 3,012,086

0

0

① 借入金収入 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0

① 借入金返済支出 0 0 0 0

0 0 0 0 0

財務活動収支差額 0 0 0 0 0

▲ 146,388 ▲ 1,500,000 994 0 ▲ 1,645,394

4,795,123 3,000,000 728,341 0 8,523,464

4,648,735 1,500,000 729,335 0 6,878,070

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

　投資活動収入計　　　　

　2.投資活動支出

　投資活動支出計

　　　　投資活動収支差額

　1.財務活動収入

　財務活動収入計　　　　

　2.財務活動支出

　財務活動支出計

　2.事業活動支出

Ⅰ.事業活動収支の部

　1.事業活動収入

Ⅱ.投資活動収支の部

　1.投資活動収入

　事業活動支出計　　　　

Ⅲ.財務活動収支の部

２００８年度収支計算書総括表

（単位：円）

科目

　事業活動収入計　　　　

２００８年１月１日から２００８年１２月３１日まで



(単位：円)

名　　　称 数量
取得
年月日

取得価額 計算法
償却

基礎金額
耐用
年数

償却率
本年中の
償却期間

当期
償却額

未償却残額
（期末帳簿価額）

【器具および備品】
事務所ダイキンエアコン 1 H11.1.31 320,000 定率 66,995 6 0.319 12/12 21,371 45,624
ホワイトボード 1 H12.1.31 140,000 定率 33,224 8 0.250 12/12 8,306 24,918
パソコン（NEC)及び周辺機器他 1 H13.1.31 180,000 定率 18,007 5 0.369 12/12 6,644 11,363
FAX兼コピー機 1 H14.1.31 721,100 定率 72,136 5 0.369 12/12 26,618 45,518
ゼミテーブル 一式 H14.12.1 140,000 定率 18,048 8 0.250 12/12 4,512 13,536
冷蔵庫(シャープ) 1 H15.1.31 41,790 定率 6,122 6 0.319 12/12 1,952 4,170
食器棚 1 H15.1.31 27,451 定率 6,516 8 0.250 12/12 1,629 4,887
パソコン(IBM・中古)及び周辺機器 1 H15.12.1 99,930 定率 9,606 4 0.438 12/12 4,207 5,399
パソコン(富士通・中古)及び周辺機器 1 H15.12.1 99,930 定率 9,606 4 0.438 12/12 4,207 5,399
プロジェクタ及び専用台 1 H16.1.31 178,200 定率 28,252 5 0.369 12/12 10,424 17,828
DVDビデオカメラ及び周辺機器 1 H16.12.1 74,900 定率 18,240 5 0.369 12/12 6,730 11,510
DVDレコーダー 1 H16.12.1 47,900 定率 11,666 5 0.369 12/12 4,304 7,362
カラーレーザープリンター（リコー） 1 H17.12.1 100,000 定率 38,592 5 0.369 12/12 14,240 24,352
ボイスレコーダー 1 H18.12.1 60,000 定率 36,696 5 0.369 12/12 13,540 23,156
会計ソフト 1 H19.12.1 270,000 定率 261,698 5 0.369 12/12 96,566 165,132
パソコン(NEC)及び周辺機器 1 H19.12.31 116,137 定率 111,898 4 0.438 12/12 49,011 62,887
インカム 一式 H20.12.1 180,000 定率 180,000 6 0.319 1/12 4,785 175,215
器具及び備品　小計 2,797,338 927,302 279,046 648,256

合　　　計 2,797,338 927,302 279,046 648,256

固定資産減価償却　明細書
2008年12月31日 現在












